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新
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い
地
方
自
治
制
度
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在
り
方

は
じ
め
に

北
海
道
（
１
）

は
、
東
経
一
三
九
度
二
〇
分
～
一
四
八
度
五
三
分
、
北
緯
四
一
度
二
一
分
～
四
五
度
三
三
分
に
位
置
す
る
、
日
本
最
大
の
面
積

を
有
す
る
都
道
府
県
で
あ
る
。
表
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
北
海
道
の
面
積
は
、
八
万
三
四
五
六
・
七
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
う
ち

論
　
説

一
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北
方
領
土
四
九
七
七
・
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
日
本
の
総
面
積
の
約
二
二
％
を
占
め
て
い
る
。
人
口
は
五
五
二
万
八
九
四
人
で
日
本

の
都
道
府
県
の
第
八
位
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
総
人
口
の
約
四
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。
面
積
と
人
口
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
人
口
密
度

を
み
る
と
明
確
と
な
る
。
北
海
道
の
人
口
密
度
は
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
六
六
・
一
五
人
で
、
全
国
平
均
三
三
六
・
一
八
人
の
約

五
分
の
一
で
あ
り
、
日
本
で
最
も
人
口
密
度
の
低
い
都
道
府
県
と
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
は
極
端
な
面
積
と
人
口
の
不
均
衡
が
み
ら
れ
る

都
道
府
県
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
北
海
道
唯
一
の
政
令
指
定
都
市
で
、
北
海
道
の
全
面
積
の
一
・
三
％
の
一
一
二
一
・
一
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
札

幌
市
に
、
北
海
道
の
総
人
口
の
三
四
・
二
六
％
で
あ
る
一
八
九
万
一
四
九
四
人
が
住
ん
で
お
り
、
札
幌
市
を
除
い
た
北
海
道
の
人
口
密
度

は
四
四
・
〇
八
人
ま
で
下
が
る
。
北
海
道
の
札
幌
市
一
極
集
中
の
傾
向
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
札
幌
市
に
隣
接
す
る
人
口
一
二

万
一
九
八
七
人
の
江
別
市
と
六
万
七
二
九
人
の
北
広
島
市
を
札
幌
圏
域
と
み
な
せ
ば
、
札
幌
圏
は
一
四
二
七
・
二
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
面
積
に
二
〇
七
万
四
二
七
六
人
が
居
住
す
る
、
人
口
密
度
一
四
五
三
・
三
六
人
の
大
都
市
圏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
口
密
度
か
ら
い

え
ば
札
幌
市
は
京
都
市
に
近
く
、
札
幌
圏
域
は
仙
台
市
に
近
い
。
札
幌
圏
域
を
除
い
た
場
合
、
そ
の
人
口
密
度
は
四
二
・
〇
二
人
と
な
る
。

さ
ら
に
北
海
道
の
中
核
市
で
あ
る
人
口
三
五
万
三
二
八
九
人
の
旭
川
市
と
人
口
二
八
万
二
四
五
九
人
の
函
館
市
を
加
え
る
と
、
こ
の
三

大
都
市
圏
だ
け
で
人
口
は
二
七
一
万
〇
〇
二
四
人
と
な
り
、
北
海
道
の
人
口
の
ほ
ぼ
半
数
と
な
る
。
北
海
道
の
全
面
積
の
三
・
四
％
に
過

ぎ
な
い
二
八
五
二
・
一
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中
に
、
北
海
道
の
約
半
数
の
人
口
が
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
北
海
道
に
お
け
る

三
大
都
市
圏
を
除
い
た
北
海
道
の
人
口
密
度
は
三
四
・
八
七
人
で
あ
る
。

北
海
道
の
面
積
は
、
世
界
で
一
一
六
位
の
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
八
万
三
六
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
近
く
、
人
口
は
世
界
一
〇
八

位
の
デ
ン
マ
ー
ク
（
五
六
五
万
六
一
四
六
人
）
と
一
〇
九
位
の
ス
ロ
バ
キ
ア
（
五
四
六
万
二
一
一
九
人
）
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
人
口
密

二
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度
を
み
て
も
一
〇
七
位
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
（
六
八
・
〇
人
）
や
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
（
一
〇
八
位
）、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
（
一
〇
九
位
）、
一
一
〇
位

の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
六
四
・
三
人
）
に
近
く
、
三
二
・
七
人
（
一
四
二
位
）
の
ア
メ
リ
カ
や
二
〇
・
五
人
（
一
五
五
位
）
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
比

べ
て
も
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
２
）

。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
は
世
界
各
国
と
比
較
し
た
場
合
、
一
一
〇
位
前
後
に
位
置
す
る
国
家
と
類
似
し
た
規
模
を
誇
る
地
域
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
北
海
道
は
、「
北
海
道
は
人
口
約
五
六
〇
万
人
、
ま
た
、
域
内
総
生
産
は
約
二
〇
兆
円
と
デ
ン
マ
ー
ク
や

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
同
程
度
の
人
口
・
経
済
規
模
を
有
し
、
人
口
三
〇
万
人
以
上
の
都
市
は
政
令
指
定
都
市
を
含
め
二
市
あ
る
。
ま
た
、
国

際
定
期
便
が
就
航
す
る
空
港
、
一
定
規
模
の
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
を
取
り
扱
う
港
湾
も
そ
れ
ぞ
れ
複
数
存
在
し
て
い
る
（
３
）

」
の
で
あ
り
、
国

際
的
に
み
て
も
、
一
つ
の
独
立
国
家
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
だ
け
の
規
模
を
有
し
て
い
る
地
域
な
の
で
あ
る
。

北
海
道
を
一
つ
の
国
家
と
考
え
た
場
合
、
首
都
（
首
都
圏
）
に
位
置
す
る
札
幌
市
と
そ
の
周
辺
都
市
圏
、
中
核
市
で
あ
る
旭
川
市
や
函

館
市
な
ど
の
工
業
や
水
産
加
工
業
な
ど
の
第
二
次
産
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
都
市
（
都
市
圏
）、
農
林
水
産
業
と
い
う
第
一
次
産
業
を
基
幹

産
業
と
す
る
そ
の
他
の
田
園
地
域
圏
の
特
性
を
い
か
し
て
、
地
域
政
策
や
地
域
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
く
必
要
の
あ
る
地
域
と
い
え

る
。
そ
れ
ゆ
え
各
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
多
様
な
自
治
制
度
の
採
用
が
必
要
な
地
域
と
も
い
え
る
。
北
海
道
は
道
州
制
特
区
で
あ
る
と

い
う
特
性
を
生
か
し
て
、
独
自
性
を
発
揮
で
き
る
地
方
制
度
を
確
立
し
て
地
域
経
営
を
実
践
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
（
４
）

。

一　

北
海
道
の
地
方
自
治
制
度
の
特
徴

北
海
道
の
特
殊
性
と
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
て
き
た
地
方
自
治
制
度
の
特
異
性
は
、
そ
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
な
も
の
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
蝦
夷
地
に
は
、
明
治
元
年
四
月
に
函
館
裁
判
所
が
、
明
治
二
年
七
月
に
は
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
八
月
に

三
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蝦
夷
地
は
北
海
道
と
改
称
さ
れ
、
渡
島
・
後
志
・
石
狩
・
日
高
・
天
塩
・
十
勝
・
根
室
・
胆
振
・
釧
路
・
北
見
及
び
千
島
の
一
一
国
八
六

郡
に
分
割
施
政
さ
れ
た
。
九
月
に
は
函
館
に
開
拓
使
出
張
所
が
、
一
〇
月
に
は
銭
箱
（
後
に
小
樽
と
な
る
）
に
開
拓
使
仮
役
所
と
根
室
に
開

拓
使
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
開
拓
使
仮
役
所
は
小
樽
か
ら
札
幌
へ
と
移
さ
れ
、
札
幌
開
拓
庁
と
改
称
さ
れ
た
後
、
明
治
五
年

に
札
幌
本
庁
と
な
り
、
函
館
支
庁
と
根
室
支
庁
の
三
庁
体
制
と
な
っ
た
。
北
海
道
は
明
治
政
府
の
管
轄
下
に
お
か
れ
、
廃
藩
置
県
や
府
県

官
制
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

明
治
一
一
年
の
三
新
法
の
制
定
を
受
け
て
、
一
年
後
の
明
治
一
二
年
七
月
に
、
北
海
道
に
も
郡
区
町
村
編
制
法
が
適
用
さ
れ
、
三
庁
の

下
に
石
狩
ほ
か
二
〇
の
郡
役
所
が
お
か
れ
、
札
幌
と
函
館
に
は
区
が
設
置
さ
れ
た
。
明
治
一
五
年
に
は
開
拓
使
が
廃
止
さ
れ
、
北
海
道
は

札
幌
県
と
函
館
県
と
根
室
県
の
三
県
と
な
っ
た
。
翌
年
、
農
商
務
省
内
に
北
海
道
事
業
管
理
局
が
設
置
さ
れ
、
三
県
一
局
制
と
な
っ
た
。

明
治
一
八
年
の
内
閣
職
制
の
制
定
に
よ
り
内
閣
制
度
が
誕
生
し
た
流
れ
の
中
で
、
明
治
一
九
年
に
は
地
方
官
官
制
が
制
定
さ
れ
府
知
事
と

県
令
の
名
称
が
知
事
に
統
一
さ
れ
る
と
と
も
に
、
北
海
道
に
対
し
て
は
北
海
道
庁
官
制
が
制
定
さ
れ
、
三
県
一
局
制
が
廃
止
さ
れ
て
札
幌

に
北
海
道
庁
が
設
置
さ
れ
た
。

内
務
省
が
中
心
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
明
治
期
の
地
方
行
政
は
、
内
務
省
の
大
き
な
指
導
性
を
前
提
と
し
て
整
備
さ
れ
、
国
家
の
地
方

行
政
官
庁
の
行
政
と
、
公
法
人
た
る
地
方
自
治
体
の
自
治
行
政
の
二
つ
の
制
度
と
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
国
家
の
地
方
行
政
官
庁
と
し
て

は
府
県
支
庁
が
お
か
れ
、
地
方
行
政
官
庁
と
地
方
自
治
体
の
二
重
の
性
格
を
持
つ
も
の
に
庁
府
県
（
昭
和
一
八
年
以
降
は
都
庁
府
県
）
が
、

地
方
自
治
体
と
し
て
は
市
町
村
が
置
か
れ
た
。
中
央
集
権
に
よ
る
官
治
行
政
を
基
本
と
し
た
地
方
行
政
に
お
い
て
は
、
地
方
行
政
の
中
心

は
府
県
知
事
（
北
海
道
は
北
海
道
庁
長
官
…
以
下
長
官
と
い
う
）、
昭
和
一
八
年
以
降
は
都
府
県
知
事
と
長
官
で
あ
っ
た
。
知
事
と
長
官
は
勅

任
官
で
あ
り
、
内
務
大
臣
が
直
属
の
上
官
で
あ
る
が
、
担
当
す
る
所
管
事
項
に
応
じ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
あ
る
各

四
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省
大
臣
の
指
揮
下
で
、
府
県
令
を
発
す
る
権
限
や
行
政
監
督
や
治
安
維
持
等
に
関
す
る
権
限
を
行
使
し
て
い
た
。

府
県
は
国
の
行
政
官
庁
（
普
通
地
方
官
庁
）
で
あ
る
と
同
時
に
上
級
の
地
方
自
治
体
で
も
あ
っ
た
。
明
治
二
二
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法

の
発
布
を
受
け
て
、
翌
年
に
は
府
県
制
・
郡
制
が
制
定
さ
れ
、
府
県
と
郡
の
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
性
格
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
府
県

制
・
郡
制
は
明
治
三
二
年
に
全
文
改
正
さ
れ
府
県
は
法
人
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
府
県
の
動
き
に
合
わ
せ
て
北
海
道
に
お
い
て
も
議
会
開

設
の
運
動
が
行
わ
れ
、
よ
う
や
く
明
治
三
四
年
三
月
に
「
北
海
道
会
法
」
と
「
北
海
道
地
方
費
法
」
が
公
布
さ
れ
、
北
海
道
に
も
議
会
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
権
限
は
府
県
会
よ
り
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
町
村
も
北
海
道
で
は
、
他
の
府
県
の
町

村
と
同
等
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
一
級
町
村
（
町
と
村
）
制
が
明
治
三
三
年
に
、
自
治
権
が
十
分
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
二
級
町

村
（
村
の
み
）
制
が
明
治
三
五
年
に
施
行
さ
れ
た
。

明
治
三
〇
年
に
は
郡
役
所
が
廃
止
さ
れ
て
札
幌
外
一
八
支
庁
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
北
海
道
区
制
、
北
海
道
一
級
町
村
制
及
び
二

級
町
村
制
が
公
布
さ
れ
た
。
明
治
三
二
年
に
は
札
幌
と
函
館
と
小
樽
に
区
制
が
施
行
さ
れ
、
翌
三
三
年
に
は
一
六
の
一
級
町
村
制
が
施
行

さ
れ
た
。
明
治
三
五
年
に
は
新
た
に
一
つ
の
一
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
六
二
の
二
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
。
明
治
四
三

年
に
は
一
九
支
庁
が
一
四
支
庁
に
統
合
さ
れ
た
。
名
称
や
区
域
に
関
し
て
は
戦
後
ま
で
若
干
の
変
更
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
一
四
支
庁
体

制
は
現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
大
正
一
一
年
に
は
区
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
札
幌
・
函
館
・
小
樽
・
旭
川
・
室
蘭
・
釧
路
に
市
制
が
施

行
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
正
一
二
年
に
は
、
府
県
に
お
い
て
は
明
治
二
二
年
の
町
村
制
導
入
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
戸
長
役
場
制
度
が
北
海
道

に
お
い
て
も
廃
止
さ
れ
、
六
市
九
九
一
級
町
村
一
五
五
二
級
町
村
の
二
六
〇
市
町
村
が
配
置
さ
れ
た
。
昭
和
一
八
年
三
月
の
市
制
町
村
制

の
改
正
に
よ
っ
て
、
北
海
道
の
一
・
二
級
町
村
制
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
従
前
の
二
級
町
村
は
指
定
村
と
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
北
海
道
に

は
一
〇
市
、
五
六
町
、
七
三
普
通
村
、
一
三
五
指
定
村
の
二
七
四
市
町
村
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
二
〇
年
八
月
二
〇
日
に
は
一
〇

五
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市
五
七
町
七
三
普
通
村
一
二
九
指
定
村
の
二
六
九
市
町
村
と
な
っ
た
。
北
方
領
土
の
六
村
を
加
え
る
と
二
七
五
市
町
村
と
な
る
。

戦
前
の
北
海
道
は
、
府
県
（
昭
和
一
八
年
以
降
は
都
府
県
）
と
は
異
な
っ
た
地
位
に
お
か
れ
て
い
た
。
府
県
で
は
そ
の
名
称
そ
の
も
の
が

行
政
庁
を
示
し
、
府
県
庁
は
建
物
の
名
称
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
北
海
道
で
は
「
北
海
道
」
と
い
う
呼
称
は
単
な
る
地
名
で
あ
り
、
北

海
道
庁
が
行
政
庁
を
意
味
し
て
い
た
。
府
県
に
は
知
事
が
お
か
れ
た
が
、
北
海
道
庁
に
は
長
官
が
お
か
れ
た
。
ま
た
府
県
に
お
か
れ
た
土

木
事
務
所
は
内
務
省
の
、
営
林
署
は
農
林
省
の
出
先
機
関
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
北
海
道
で
は
北
海
道
庁
の
組
織
の
一
部
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
、
北
海
道
庁
が
国
の
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
府
県
に
は
明
治
二
三
年
の
郡
制
が
施
行
さ
れ
て

市
以
外
の
地
域
に
郡
が
お
か
れ
た
（
後
に
廃
止
）
が
、
北
海
道
で
は
当
初
郡
は
お
か
れ
た
が
、
郡
制
は
適
用
さ
れ
ず
に
支
庁
に
改
編
さ
れ

て
全
道
に
配
置
さ
れ
、
現
在
も
一
四
支
庁
体
制
は
継
続
さ
れ
て
い
る
（
５
）

。

北
海
道
は
昭
和
二
一
年
の
都
道
府
県
制
の
施
行
に
よ
っ
て
府
県
並
み
の
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
二
二
年
の
地
方
自
治
法
の

制
定
を
受
け
て
普
通
地
方
公
共
団
体
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
た
だ
し
北
海
道
の
特
殊
性
に
応
じ
て
、
昭
和
二
五
年
に
「
国
は
、
国
民
経
済

の
復
興
及
び
人
口
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
た
め
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
を
樹
立
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
事
業
を
昭
和
二
六
年
度
か
ら
当

該
事
業
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
従
い
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
」（
北
海
道
開
発
法
第
二
条
第
一
項
）
と
の
目
的
を
有
す
る
「
北
海
道
開
発

法
」
を
制
定
し
、
東
京
に
北
海
道
開
発
庁
を
、
翌
二
六
年
に
は
札
幌
に
北
海
道
開
発
局
を
お
き
、
北
海
道
開
発
を
国
家
主
導
で
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
（
６
）

。
北
海
道
は
国
の
地
方
支
分
局
で
あ
る
北
海
道
開
発
局
と
、
普
通
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
北
海
道
の
二
重
行
政
の
下
に
お
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
府
と
県
は
単
に
名
称
の
違
い
の
み
で
差
異
は
な
い
。
北
海
道
も
出
先
機
関
に
違
い
が
あ
る
の
み
、
東
京
都
は
旧
東
京
市
の
部
分
に
特

別
区
を
お
い
て
い
る
こ
と
が
違
う
の
み
で
あ
る
（
７
）

」
と
い
っ
た
判
断
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
表
２
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
北
海
道
で
は
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北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
二
八
七
）

支
庁
制
度
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
現
在
で
も
全
道
を
カ
バ
ー
す
る
一
四
の
地
域
す
な
わ
ち
支
庁
制
度
は
継
続
さ
れ
、
そ
こ
に

九
つ
の
総
合
振
興
局
と
五
つ
の
振
興
局
が
道
か
ら
の
出
先
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
表
１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
四
の
地
域

の
面
積
や
人
口
な
ど
が
他
の
都
道
府
県
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
に
は
特
有
の
地
方
自
治
行
政
が
展
開
を
考
慮
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
が
み
え
て
く
る
。

北
方
領
土
を
除
く
北
海
道
の
総
面
積
は
七
万
八
五
二
〇
・
五
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
一
四
地
域
の
平
均
面
積
は
五
六
〇
八
・
六
一

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
日
本
の
都
道
府
県
の
平
均
面
積
八
〇
四
一
・
四
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
約
七
〇
％
で
あ
る
。
し
か
し
北

海
道
を
除
く
四
六
都
府
県
の
平
均
面
積
の
六
四
〇
一
・
九
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
比
較
す
れ
ば
約
八
八
％
で
あ
り
、
北
海
道
を
含
む
全

国
平
均
で
は
二
六
位
の
愛
媛
県
（
五
六
七
八
・
〇
〇
）
よ
り
若
干
小
さ
い
程
度
で
あ
っ
て
、
表
１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
大
半
の
地
域
は

平
均
規
模
以
上
の
府
県
に
類
似
し
た
面
積
を
有
し
て
お
り
狭
い
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
人
口
は
地
域
格
差
が
明
確
で
あ
り
、
札
幌
市
を

含
む
石
狩
地
域
は
府
県
や
政
令
指
定
都
市
並
み
の
人
口
を
抱
え
て
い
る
が
、
残
り
の
多
く
は
中
核
市
か
特
例
市
程
度
で
あ
り
、
人
口
一
〇

万
人
未
満
の
地
域
も
四
地
域
存
在
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
対
応
も
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
（
８
）

。

戦
後
の
新
し
い
地
方
自
治
法
の
下
に
お
け
る
北
海
道
の
市
町
村
は
、
昭
和
二
二
年
二
月
の
一
一
市
五
九
町
二
〇
三
村
の
合
計
二
七
三
市

町
村
で
始
ま
り
、
昭
和
二
四
年
八
月
の
一
四
市
六
九
町
一
九
六
村
の
合
計
二
七
九
市
町
村
と
な
り
、
一
六
市
一
〇
八
町
一
五
四
村
の
合
計

二
七
八
市
町
村
で
、
昭
和
二
八
年
一
〇
月
一
日
の
市
町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
日
を
迎
え
た
。
法
律
上
の
昭
和
の
大
合
併
は
昭
和
二
八
年

か
ら
三
六
年
ま
で
の
八
年
間
と
さ
れ
る
が
、
北
海
道
に
お
け
る
昭
和
の
大
合
併
は
、
二
八
市
一
四
六
町
四
六
村
の
二
二
〇
市
町
村
と
な
っ

て
昭
和
三
九
年
に
終
了
し
た
。

昭
和
の
大
合
併
で
は
、
全
国
で
九
八
六
八
市
町
村
が
三
四
七
二
市
町
村
と
な
り
、
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
北

七
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海
道
で
は
約
二
〇
％
の
減
少
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
当
時
の
全
国
平
均
を
み
る
と
、
一
市
町
村
の
平
均
面
積
は
約
一
〇
九
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
均
人
口
は
約
三
万
七
千
人
で
あ
り
、
北
海
道
の
そ
れ
は
、
約
三
八
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
二
万
五
千
人
で
あ
り
、

人
口
を
中
心
に
考
え
た
場
合
は
大
き
な
相
違
は
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
三
つ
の
大
都
市
圏
域
を
除
く
と
、
広
大
な
地
域
に
全
国
平
均

の
半
分
程
度
の
人
口
が
分
散
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
９
）

。

昭
和
の
大
合
併
の
後
で
も
、
日
本
の
広
域
行
政
推
進
策
は
停
止
さ
れ
ず
、
六
次
に
渡
る
全
国
総
合
開
発
計
画
（
昭
和
三
七
年
か
ら
の
全
国

総
合
開
発
計
画
：
全
総
、
昭
和
四
四
年
か
ら
の
新
全
国
総
合
開
発
計
画
：
新
全
総
、
昭
和
五
二
年
か
ら
の
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
：
三
全
総
、
昭
和

六
二
年
か
ら
の
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
：
四
全
総
、
平
成
一
〇
年
か
ら
の
二
一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
：
五
全
総
、
平
成
二
〇
年
か
ら

の
国
土
形
成
計
画
：
六
全
総
）
に
関
連
し
て
、
複
数
の
広
域
行
政
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
平
成
の
大
合
併
が
平
成
一
一
年
か
ら
二
二
年
ま

で
の
動
き
だ
と
す
れ
ば
、
全
総
か
ら
四
全
総
ま
で
が
昭
和
の
大
合
併
と
平
成
の
大
合
併
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
た
政
策
と
い
え
る
。

全
国
総
合
開
発
計
画
は
、
過
密
・
過
疎
現
象
が
招
い
た
地
域
格
差
の
是
正
を
目
的
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
総
は
新
産
業
都
市

建
設
促
進
法
と
工
業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
を
制
定
し
、
全
国
に
一
五
の
新
産
業
都
市
と
六
か
所
の
工
業
整
備
特
別
地
域
を
設
定
し
、

「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
」
を
目
指
し
た
。
北
海
道
で
は
「
道
央
新
産
業
都
市
地
域
」
が
設
定
さ
れ
、
当
時
の
市
町
村
名
で
は
、
札
幌

市
・
小
樽
市
・
室
蘭
市
・
苫
小
牧
市
・
江
別
市
・
千
歳
市
・
広
島
村
・
石
狩
町
・
恵
庭
町
・
余
市
町
・
虻
田
町
・
伊
達
町
・
登
別
町
・
白

老
町
・
早
来
町
・
追
分
町
・
厚
真
町
・
鵡
川
町
の
六
市
一
一
町
一
村
が
そ
の
範
囲
と
さ
れ
た
。
こ
こ
は
北
海
道
の
政
治
・
経
済
の
中
心
地

で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
発
展
を
ば
ね
に
し
て
北
海
道
の
発
展
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
計
画
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
計
画
は
拠

点
地
域
の
発
達
を
促
し
た
が
、
波
及
効
果
が
薄
か
っ
た
こ
と
か
ら
新
全
総
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
全
総
は
広
域
圏
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
圏
域
全
体
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
新
全
総
が
設
定
し
た
広
域

八



北
海
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に
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け
る
平
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大
合
併
と
地
方
分
権
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革
（
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田
）

（
二
八
九
）

圏
は
、
広
域
市
町
村
圏
（
全
国
に
三
三
六
圏
域
）
や
大
都
市
地
域
広
域
行
政
圏
（
二
四
）
と
地
方
生
活
圏
（
一
七
九
：
単
数
も
し
く
は
複
数
の
広

域
市
町
村
圏
で
設
定
）
で
あ
っ
た
。
北
海
道
に
は
表
１
の
よ
う
に
、
一
四
支
庁
の
中
に
二
〇
の
広
域
市
町
村
圏
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
す
べ
て

が
地
方
生
活
圏
と
さ
れ
た
（
１０
）

。
複
数
の
広
域
市
町
村
圏
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
四
つ
の
地
域
で
あ
っ
た
。
空
知
地
域
に
は
南
空
知

広
域
市
町
村
圏
（
岩
見
沢
地
方
生
活
圏
）
と
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
（
滝
川
地
方
生
活
圏
）
と
北
空
知
広
域
市
町
村
圏
（
深
川
地
方
生
活
圏
）
が
、

胆
振
地
域
に
は
西
胆
振
広
域
市
町
村
圏
（
室
蘭
地
方
生
活
圏
）
と
東
胆
振
広
域
市
町
村
圏
（
苫
小
牧
地
方
生
活
圏
）
が
、
上
川
地
域
に
は
上
川

中
部
地
区
広
域
市
町
村
圏
（
旭
川
地
方
生
活
圏
）
と
上
川
北
部
広
域
市
町
村
圏
（
名
士
地
方
生
活
圏
）
と
富
良
野
地
区
広
域
市
町
村
圏
（
富
良

野
地
方
生
活
圏
）
が
、
網
走
地
域
に
は
北
網
広
域
市
町
村
圏
（
北
網
地
方
生
活
圏
）
と
遠
紋
地
域
広
域
市
町
村
圏
（
遠
紋
地
方
生
活
圏
）
が
設

定
さ
れ
た
。

こ
の
二
〇
の
広
域
市
町
村
圏
の
広
域
行
政
は
、
表
３
の
よ
う
に
、
八
圏
域
は
複
合
一
部
事
務
組
合
方
式
で
、
一
二
圏
域
は
協
議
会
方
式

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
南
空
知
、
中
空
知
、
札
幌
、
檜
山
、
留
萌
、
北
網
、
十
勝
、
釧
路
の
八
圏
域
に
は
複
合
一
部
事
務
組

合
が
設
定
さ
れ
、
残
り
の
一
二
圏
域
に
は
協
議
会
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
南
空
知
、
中
空
知
、
檜
山
、
留
萌
地
域
、
北
網
、

十
勝
、
釧
路
の
七
広
域
市
町
村
圏
に
は
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
が
設
定
さ
れ
、
中
空
知
、
後
志
、
渡
島
、
檜
山
、
川
上
中
、
宗
谷
、
北
網
、

遠
紋
、
釧
路
の
九
広
域
市
町
村
圏
に
は
地
域
経
済
活
性
化
対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
の
広
域
市
町
村
圏
の
平
均
人
口
は

約
二
七
万
六
千
人
で
あ
り
、
平
均
面
積
は
約
四
一
七
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
都
道
府
県
の
平
均
人
口
の
約
一
〇
分
の
一

で
あ
り
、
平
均
面
積
の
約
半
分
（
ほ
ぼ
石
川
県
に
類
似
：
四
一
八
五
：
三
五
位
）
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
面
積
は
他
の
府
県
並
み
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

三
全
総
は
モ
デ
ル
定
住
圏
と
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
頭
脳
立
地
法
に
よ
る
集
積
地
域
を
設
定
し
た
。
モ
デ
ル
定
住
圏
は
北
海
道
と
沖
縄
に
は

九



政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
二
九
〇
）

設
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は
道
央
（
三
市
一
町
）
と
函
館
地
域
（
一
市
三
町
）
に
設
定
さ
れ
、
集
積
地
域
に
は
旭
川
市
が
指
定

さ
れ
た
。
四
全
総
は
地
方
拠
点
都
市
地
域
と
リ
ゾ
ー
ト
地
域
を
設
定
し
た
。
地
方
拠
点
都
市
地
域
に
は
、
帯
広
圏
（
帯
広
市
、
音
更
町
、
芽

室
町
、
幕
別
町
）、
千
歳
・
苫
小
牧
（
千
歳
市
・
苫
小
牧
市
・
恵
庭
市
・
白
老
町
・
厚
真
町
・
安
平
町
）、
函
館
圏
（
函
館
市
・
北
斗
市
・
七
飯
町
）、

オ
ホ
ー
ツ
ク
北
網
（
北
見
市
・
網
走
市
・
美
幌
町
・
大
空
町
）、
上
川
中
部
圏
（
旭
川
市
・
鷹
栖
町
・
東
神
楽
町
・
当
麻
町
・
比
布
町
・
愛
別
町
・
上

川
町
・
東
川
町
・
美
瑛
町
）、
釧
路
（
釧
路
市
・
釧
路
町
・
白
糠
町
）
の
六
圏
域
が
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
広
域
市
町
村
圏
と
区
域
が
一
致

し
て
い
る
の
は
上
川
中
部
圏
だ
け
で
あ
る
。
リ
ゾ
ー
ト
地
域
に
は
、
富
良
野
市
を
中
心
と
す
る
一
市
七
町
一
村
が
指
定
さ
れ
、「
北
海
道

富
良
野
・
大
雪
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想
」
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
四
全
総
ま
で
の
広
域
行
政
が
様
々
な
形
で
北
海
道
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
時
代
と
と
も
に
行
政
の
在
り
方
も
変
わ

ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
橋
本
内
閣
の
下
で
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
七
月
八
日
に
「
省
庁
再
編
推
進
法
」
と
「
地
方
分
権
一

括
法
」
が
成
立
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
北
海
道
の
地
方
自
治
制
度
や
地
域
開
発
は
大
き
く
変
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
（
１１
）

。

二　

北
海
道
開
発
庁
の
改
革
と
平
成
の
大
合
併

平
成
五
年
の
細
川
内
閣
の
誕
生
以
降
、
日
本
の
政
治
、
行
政
、
地
方
自
治
等
に
対
す
る
改
革
へ
の
動
き
が
活
発
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

細
川
内
閣
以
降
の
政
権
が
短
命
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
改
革
の
基
本
的
な
枠
組
み
は
平
成
一
一
年
に
橋
本
内
閣
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
一
三

年
以
降
の
小
泉
内
閣
で
具
体
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
省
庁
再
編
推
進
法
に
基
づ
い
て
省
庁
再
編
が
実
施
さ
れ
、
地
方
分
権
一
括

法
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る｢

平
成
の
大
合
併｣

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
橋
本
内
閣
の
企
画
を
小
泉
内
閣
が
推
進
し
た
と
い
え
る
流

れ
が
こ
こ
に
は
存
在
す
る
。
そ
の
後
の
改
革
は
短
命
内
閣
の
連
続
と
い
う
政
治
的
混
乱
の
影
響
を
受
け
、
目
立
っ
た
成
果
は
み
え
て
い
な

一
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北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
二
九
一
）

い
。中

央
省
庁
等
改
革
基
本
法
の
「
中
央
省
庁
等
改
革
の
基
本
方
針
」（
第
四
条
）
に
従
う
、
同
法
の
別
表
第
二
（
第
一
五
条
）
の
備
考
二
に
は
、

「
国
土
交
通
省
は
、
建
設
省
、
運
輸
省
、
国
土
庁
及
び
北
海
道
開
発
庁
を
母
体
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
」
と
の
規
定
が
あ
る
。
総
理
府

の
内
閣
府
へ
の
移
行
の
な
か
で
北
海
道
開
発
庁
は
内
閣
府
の
外
に
移
さ
れ
、
建
設
省
、
運
輸
省
、
国
土
庁
と
合
体
す
る
形
で
国
土
交
通
省

と
な
っ
た
。
総
理
府
の
外
局
と
さ
れ
た
北
海
道
開
発
庁
は
、
国
土
交
通
省
の
創
設
で
廃
止
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
省
に
は
本
省
内

部
部
局
と
し
て
、
①
北
海
道
開
発
に
関
す
る
政
策
の
企
画
・
立
案
・
推
進
、
②
北
海
道
開
発
事
業
費
の
一
括
計
上
、
③
日
本
政
策
投
資
銀

行
（
平
成
二
〇
年
一
〇
月
以
降
は
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
）
の
監
督
、
④
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
、
⑤
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す

る
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
⑥
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
の
監
督
、
⑦
北
海
道
開
発
局
の
事
務
の
運
営
の
指
導
・
改
善
を
所
掌
事
務
と
す

る
、
北
海
道
開
発
局
が
置
か
れ
、
地
方
支
分
部
局
と
し
て
①
開
発
計
画
の
調
査
・
推
進
、
②
直
轄
公
共
事
業
の
実
施
、
③
公
共
事
業
に
関

す
る
補
助
金
交
付
事
務
、
④
都
市
計
画
・
住
宅
等
の
許
認
可
、
⑤
建
設
事
業
等
の
指
揮
・
監
督
等
を
所
掌
事
務
と
す
る
北
海
道
開
発
局
が

置
か
れ
て
い
る
（
１２
）

。

国
土
交
通
省
・
北
海
道
開
発
局
に
よ
れ
ば
、
平
成
一
一
年
七
月
に
可
決
成
立
し
た
「
国
土
交
通
省
設
置
法
」
に
お
い
て
、
北
海
道
開
発

局
は
、「
①
国
土
交
通
省
の
地
方
支
分
部
局
と
し
て
従
前
ど
お
り
農
業
部
門
を
含
め
た
総
合
的
な
現
地
機
関
と
し
て
北
海
道
開
発
局
を
設

置
す
る
。
②
北
海
道
開
発
局
は
、
直
轄
事
業
の
実
施
に
加
え
、
補
助
金
の
交
付
、
都
市
計
画
、
建
設
業
の
振
興
等
本
州
等
に
お
い
て
地
方

整
備
局
が
所
掌
す
る
こ
と
に
な
る
事
務
を
新
た
に
分
掌
す
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
前
四
省
庁
（
農
林
水
産
省
、

運
輸
省
、
建
設
省
及
び
北
海
道
開
発
庁
）
の
下
部
機
関
で
あ
っ
た
北
海
道
開
発
局
は
、
二
省
（
農
林
水
産
省
及
び
国
土
交
通
省
）
の
下
部
機
関
」

と
な
っ
た
。
そ
の
上
部
機
構
と
し
て
「
国
土
交
通
省
の
本
省
に
北
海
道
開
発
を
担
当
す
る
北
海
道
局
」
が
置
か
れ
た
。
し
か
も
こ
の
北
海

一
一
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二
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道
開
発
局
は｢

総
合
的
な
事
業
実
施
官
庁｣

で
あ
り
、｢

国
土
交
通
省
の
地
方
支
分
局
で
あ
る
が
、
農
業
水
産
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は

農
林
水
産
大
臣
、
そ
の
他
の
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
の
指
揮
監
督
を
受
け
る｣

こ
と
に
な
っ
て
い
る
機
関
と
さ
れ
た
。

昭
和
二
一
年
に
政
府
は
、「
北
海
道
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
そ
の
拓
殖
行
政
の
所
管
に
再
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
拓
殖
計
画
の

内
容
に
重
点
的
改
革
を
加
え
る
」
と
の
方
針
を
と
り
、
総
司
令
部
や
各
省
の
反
対
や
主
張
を
受
け
、
昭
和
二
五
年
の
北
海
道
開
発
法
に
従

い
、
北
海
道
開
発
に
対
す
る
企
画
調
整
官
庁
と
し
て
の
北
海
道
開
発
庁
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
開
発
事
業
は
農
林
、
運
輸
、
建
設

が
所
管
し
北
海
道
知
事
が
直
接
執
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
省
庁
の
不
満
は
翌
年
の
北
海
道
開
発
法
改
正
に
つ
な
が
り
、
北
海
道
の
反
対

や
全
国
知
事
会
の
要
望
も
あ
っ
た
が
、
北
海
道
開
発
庁
の
地
方
支
分
局
と
し
て
北
海
道
開
発
局
を
設
置
し
国
の
直
轄
事
業
を
直
接
に
担
当

す
る
体
制
を
確
立
し
た
（
１３
）

。

北
海
道
の
こ
う
し
た
北
海
道
開
発
局
と
北
海
道
庁
に
よ
る
二
重
開
発
行
政
体
制
は
、
省
庁
再
編
後
も
維
持
さ
れ
た
。
北
海
道
開
発
局
を

舞
台
に
し
た
「
官
製
談
合
」
が
表
面
化
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成
二
〇
年
六
月
二
六
日
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
で
、
猪
瀬
直
樹

委
員
（
現
東
京
都
副
知
事
）
が
、「
官
製
談
合
が
行
わ
れ
る
の
は
組
織
的
欠
陥
で
あ
り
、
そ
れ
は
北
海
道
と
の
二
重
構
造
に
根
本
的
原
因
が

あ
る
。
即
刻
、
業
務
を
北
海
道
に
移
管
す
べ
き
」
と
発
言
し
、
そ
れ
が
七
月
二
日
の
毎
日
新
聞
に
「
北
海
道
開
発
局
廃
止
へ
」
と
い
う
記

事
が
載
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
海
道
開
発
局
の
存
在
の
有
無
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
町
村
官
房
長
官

（
当
時
）
は
「
開
発
局
を
含
め
た
国
出
先
機
関
の
見
直
し
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
北
海
道
は
道
州
制
特
区
と
い
う
形
で
先
行
し
て

い
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
け
ば
い
い
」
と
し
て
、
廃
止
決
定
は
な
く
、
北
海
道
の
対
応
を
見
守
る
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
高
橋
北
海
道
知
事
は
「
体
を
張
っ
て
守
っ
て
い
く
」
と
表
明
し
、
問
題
は
曖
昧
な
ま
ま
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
１４
）

。

中
央
省
庁
等
の
改
革
の
目
的
の
一
つ
は
、「
中
央
省
庁
等
改
革
は
…
略
…
国
が
本
来
果
た
す
べ
き
役
割
を
重
点
的
に
担
い
」（
中
央
省
庁

一
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北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
二
九
三
）

等
改
革
基
本
法
第
二
条
）、｢

国
の
規
制
の
撤
廃
又
は
緩
和
を
進
め
、
国
と
民
間
と
が
分
割
す
べ
き
役
割
を
見
直
し
、
及
び
国
と
地
方
公
共
団

体
と
の
役
割
分
担
の
在
り
方
に
則
し
た
地
方
分
権
を
推
進
し
、
こ
れ
に
伴
い
国
の
事
務
及
び
事
業
の
う
ち
民
間
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に

ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
は
で
き
る
限
り
こ
れ
ら
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と｣

（
同
法
第
四
条
第
三
号
）
と
い
っ
た
法
文
の
規
定
か
ら
理
解
で

き
る
。
地
方
自
治
法
に
も
同
様
の
趣
旨
の
規
定
が
あ
り
、
地
方
分
権
改
革
の
趣
旨
か
ら
み
て
も
、
北
海
道
開
発
局
は
、
本
来
廃
止
さ
れ
る

か
役
割
を
縮
小
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

官
房
長
官
の
談
話
か
ら
み
て
、
道
州
制
特
区
制
度
の
導
入
に
あ
わ
せ
て
、
北
海
道
の
改
革
な
い
し
は
廃
止
案
の
提
示
が
認
め
ら
れ
て
い

た
と
い
え
る
。
し
か
し
知
事
が
そ
の
存
続
を
容
認
し
た
背
景
に
は
、
北
海
道
開
発
局
の
行
政
の
優
位
性
が
読
み
取
れ
る
。
北
海
道
局
は
国

土
交
通
省
の
一
官
房
一
三
局
の
一
局
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
、
予
算
規
模
も
開
発
事
業
費
に
占
め
る
シ
ェ
ア
も
減
少
し
て
い
る
が
、
予

算
の｢

一
括
計
上
権｣

は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
の
事
業
に
対
す
る
地
方
負
担
の
割
合
の
軽
減
等
の
特
権
の
た
め
で
あ
る
。
例

え
ば
、
直
轄
一
般
国
道
の
維
持
管
理
へ
の
国
の
支
出
比
率
は
都
府
県
に
は
五
五
％
で
あ
る
が
北
海
道
に
は
七
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
直
轄

大
規
模
河
川
の
改
修
に
は
都
府
県
に
は
七
〇
％
で
あ
る
が
道
に
は
八
五
％
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
優
位
性
が
依
存
体
質
の
強
化
に
つ

な
が
る
危
険
が
あ
る
以
上
、
地
方
分
権
や
地
方
の
自
立
性
の
拡
充
を
考
え
れ
ば
、
北
海
道
自
身
の
視
点
に
よ
る
改
革
へ
の
移
行
が
重
要
と

な
る
（
１５
）

。
ま
た
、
平
成
の
大
合
併
は
、
昭
和
の
大
合
併
の
後
の
昭
和
四
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
一
〇
年
の
時
限
法
で
あ
る
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
」
が
、
昭
和
五
〇
年
、
六
〇
年
、
平
成
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
年
間
の
時
限
法
と
し
て
延
長
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
う
け
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
七
年
の｢

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律｣

は
平
成
一
一
年
に
改
正
さ
れ
、
平
成
一
七
年
三
月

三
一
日
に
失
効
し
た
（
１６
）

。
こ
の
平
成
一
一
年
に
改
正
さ
れ
平
成
一
二
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
、｢

市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
法
律｣

の

一
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改
正
（
以
下
、
こ
の
改
正
法
を
「
旧
合
併
特
例
法｣

と
呼
ぶ
）
と
廃
止
ま
で
の
時
期
が
、
平
成
の
大
合
併
の
ス
タ
ー
ト
と
第
一
期
と
い
え
る
。

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
五
年
間
の
時
限
法
で
あ
る｢

市
町
村
の
合
併
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律｣

（
以
下｢

新
合
併
特
例
法｣

と
呼
ぶ
）
が

施
行
さ
れ
、
同
法
が
失
効
し
た
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
ま
で
継
続
さ
れ
終
了
し
た
平
成
の
大
合
併
は
、
そ
の
第
二
期
と
い
え
る
。

平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
現
在
北
海
道
の
市
町
村
数
は
、
三
四
市
一
五
四
町
二
四
村
の
合
計
二
一
二
市
町
村
の
下
で
、
北
海
道
の｢

旧

合
併
特
例
法｣

に
よ
る
平
成
の
大
合
併
は
開
始
さ
れ
、
そ
れ
は
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
の
女
満
別
町
と
東
藻
琴
村
の
合
併
に
よ
る
大
空

町
の
新
設
と
、
静
内
町
と
三
石
町
の
合
併
に
よ
る
新
ひ
だ
か
町
の
新
設
に
よ
る
、
三
五
市
一
三
〇
町
一
五
村
の
合
計
一
八
〇
市
町
村
で
終

了
し
た
。
こ
の
五
三
市
町
村
に
よ
る
二
一
件
の
合
併
が｢

旧
合
併
特
例
法｣

下
の
合
併
と
さ
れ
る
の
は
、
関
係
市
町
村
に
よ
る
「
合
併
協

定
書
の
調
印
」
と｢

知
事
へ
の
申
請｣
が
平
成
一
七
年
三
月
三
〇
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
の
後
北
海
道
で
は
、｢

新
合
併
特
例
法｣

の
施
行
に
伴
い
「
北
海
道
合
併
推
進
構
想
」
を
策
定
し
、
再
度
合
併
等
の
広
域
行
政
を
推

進
す
る
た
め
の
調
査
や
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
北
海
道
が
調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
平
成
十
七
年
四
月
四
日
の
森
町
と
砂
原
町
に
よ
る
森

町
の
新
設
合
併
後
の
、
三
四
市
一
五
〇
町
二
三
村
の
二
〇
七
市
町
村
で
あ
る
。
こ
の
二
〇
七
市
町
村
の
中
で
、
任
意
協
議
会
へ
の
参
加
市

町
村
は
一
三
四
市
町
村
（
六
四
・
七
％
）、
法
定
協
議
会
へ
の
参
加
市
町
村
は
一
一
〇
市
町
村
（
五
三
・
一
％
）、
い
ず
れ
に
も
参
加
し
な
か
っ

た
の
は
五
五
市
町
村
（
二
六
・
六
％
）
で
あ
り
、
両
方
に
参
加
し
た
の
は
九
二
市
町
村
（
四
四
・
四
％
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
任
意
協
議
会

だ
け
に
参
加
し
た
の
は
四
二
市
町
村
（
二
〇
・
三
％
）、
法
定
協
議
会
だ
け
に
参
加
し
た
も
の
は
一
八
市
町
村
（
八
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。
任

意
協
議
会
に
参
加
し
た
延
べ
一
四
六
市
町
村
の
う
ち
、
法
定
協
議
会
に
移
行
し
た
も
の
は
七
二
市
町
村
（
四
九
・
三
％
）
で
あ
り
、
法
定
協

議
会
に
参
加
し
た
延
べ
一
二
三
市
町
村
の
う
ち
、
合
併
に
至
っ
た
の
は
四
八
市
町
村
（
三
九
・
〇
％
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
合
併

は
旧
合
併
特
例
法
に
基
づ
く
合
併
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
新
合
併
特
例
法
の
下
で
行
わ
れ
た
合
併
は
、
平
成
二
一
年
の
上
湧
別
町
と
湧
別

一
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町
の
新
設
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
湧
別
町
の
み
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
北
海
道
の
市
町
村
は
三
五
市
一
二
九
町
一
五
村
一
七
九

市
町
村
で
あ
る
。

日
本
の
市
町
村
数
は
、
平
成
二
三
年
一
〇
月
一
日
現
在
で
、
七
八
六
市
七
五
二
町
一
八
四
村
の
合
計
一
七
二
二
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。

表
４
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
地
方
公
共
団
体
の
規
模
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て
決
し
て
狭
域
的
な
も
の
で
は
な
い
。
平
均
規
模
か

ら
い
え
ば
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
に
次
ぐ
規
模
の
基
礎
自
治
体
に
よ
っ
て
地
方
自
治
は
実
践
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の

地
方
公
共
団
体
の
規
模
は
、
イ
ギ
リ
ス
型
の
広
域
型
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
な
中
規
模
型
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
や
イ

タ
リ
ア
の
よ
う
な
小
規
模
型
に
分
類
で
き
る
。
た
だ
し
日
本
の
実
情
を
み
る
と
、
市
町
村
は
人
口
三
六
〇
万
人
強
の
横
浜
市
か
ら
、
人
口

百
人
台
の
青
ヶ
島
村
ま
で
か
な
り
多
様
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
大
規
模
型
か
ら
小
規
模
型
ま
で
混
在
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。

合
併
の
進
捗
に
よ
っ
て
、
全
国
の
人
口
一
万
人
未
満
（
小
規
模
市
町
村
）
の
市
町
村
は
一
市
三
〇
一
町
一
六
九
村
の
四
七
一
市
町
村
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
の
市
町
村
の
約
二
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
小
規
模
市
町
村
が
、
北
海
道
に
は
表
５
の
よ
う
に
、
一
市
一
〇
一
町

一
五
村
の
一
一
七
市
町
村
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
海
道
の
全
市
町
村
の
約
三
分
の
二
を
占
め
て
お
り
、
全
国
の
小
規
模
市
町
村
の

二
四
・
八
％
が
北
海
道
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
北
海
道
の
人
口
と
面
積
の
特
徴
が
も
た
ら
す
結
果
と
い
え

る
が
、
こ
う
し
た
特
殊
性
を
逆
に
生
か
し
た
地
方
自
治
制
度
の
創
設
が
北
海
道
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
（
１７
）

。

北
海
道
庁
は
、
こ
う
し
た
状
況
や
新
合
併
特
例
法
の
要
請
を
う
け
て
、
再
度
市
町
村
合
併
に
向
け
た
対
応
策
と
し
て
『
北
海
道
市
町
村

合
併
推
進
構
想
』
の
「
本
編
」
や
「
組
合
せ
編
」
等
を
作
成
し
公
表
し
た
。
そ
の
な
か
で
、「
基
礎
自
治
体
の
充
実
・
強
化
の
手
法
」
に

は
、「
広
域
連
合
を
含
め
た
広
域
提
携
の
手
法
と
、
市
町
村
合
併
の
手
法
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
な
こ
と
や
、
広
域
連
携
の
取
組
と
市

町
村
合
併
の
取
組
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
両
方
を
並
行
し
て
進
め
て
い
く
べ
き
」
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た

一
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｢
市
町
村
合
併
の
期
間
と
規
模｣

と
し
て
「
合
併
特
例
法
の
期
間
で
あ
る
五
年
以
内
に
、
住
民
に
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
出
来
る
規
模
と
し
て
お
お
む
ね
三
万
人
程
度
」
で
の
合
併
が
目
標
値
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
北
海
道
庁
は
新
合
併
特
例
法
に
よ
る
再
度
の
合
併
の
モ
デ
ル
を
、
全
市
町
村
の
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
と
、
そ
こ
か
ら
明

確
化
さ
れ
て
く
る
市
町
村
の
結
び
つ
き
の
階
層
構
造
を
通
じ
て
、
表
６
の
よ
う
な
「
構
想
対
象
市
町
村
の
組
合
せ
」
を
公
表
し
た
。
構
想

外
の
一
七
市
町
村
の
な
か
で
、
平
成
の
大
合
併
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
市
町
村
は
、
札
幌
市
、
小
樽
市
、
千
歳
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島

市
、
根
室
市
、
夕
張
市
の
七
市
で
あ
る
。
根
室
市
と
夕
張
市
を
除
く
八
市
は
い
ず
れ
も
人
口
五
万
人
以
上
で
地
域
の
中
核
的
な
自
治
体
で

あ
る
。
室
蘭
市
も
人
口
三
万
弱
で
は
あ
る
が
地
域
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
例
外
は
財
政
問
題
を
抱
え
る
夕
張
市
（
人
口
一
万

人
余
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
残
り
の
一
〇
の
市
と
町
は
平
成
合
併
を
実
施
し
た
地
域
で
あ
る
。
北
海
道
の
組
み
合
わ
せ
案
は
、
一
方
で

特
例
市
へ
の
移
行
や
市
制
施
行
を
目
的
と
し
た
計
画
と
、
町
村
に
よ
る
少
な
く
と
も
人
口
一
万
人
以
下
の
町
村
の
消
滅
を
目
的
と
し
た
も

の
と
い
え
る
。
人
口
一
万
人
弱
の
礼
文
町
と
利
尻
町
と
利
尻
富
士
町
の
合
併
案
は
島
嶼
部
に
お
け
る
例
外
と
い
え
る
（
１８
）

。

平
成
の
大
合
併
の
進
捗
率
が
一
五
・
六
％
で
全
国
四
四
位
の
北
海
道
に
と
っ
て
、
再
度
の
合
併
推
進
に
は
困
難
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
北
海
道
庁
の
「『
道
州
制
に
向
け
た
道
か
ら
市
町
村
へ
の
事
務
・
権
限
移
譲
方
針
』
に
基
づ
き
、
既
に
、
道
が
所
掌
す
る
約

二
千
五
百
件
の
事
務
事
業
と
、
約
四
千
条
項
の
権
限
の
う
ち
、
補
助
事
業
や
内
部
事
務
を
除
い
た
直
営
事
業
か
ら
一
八
九
件
、
権
限
で

二
〇
五
四
条
項
を
市
町
村
へ
の
移
譲
対
象
と
し
て
明
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
町
村
と
十
分
協
議
し
、
同
意
を
得
た
上
で
、
平
成
一
八

年
度
は
五
五
市
町
村
に
三
六
〇
権
限
を
移
譲
し
ま
し
た
（
１９
）

」（
数
字
は
筆
者
が
漢
数
字
に
転
換
）
と
の
説
明
は
、
北
海
道
が
権
限
移
譲
を
条
件
に

市
町
村
合
併
の
進
展
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
平
成
の
大
合
併
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
広
域
行
政
の
も
う
一
方
の
手
段
と
さ
れ
る
広
域
連
合
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
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北
海
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併
と
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革
（
山
田
）

（
二
九
七
）

そ
の
背
景
に
は
、
新
合
併
特
例
法
の
失
効
に
よ
る
平
成
の
大
合
併
の
終
了
が
あ
る
。
現
在
北
海
道
に
は
一
一
の
広
域
連
合
し
か
な
く
、
し

か
も
表
８
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
は
全
国
四
七
都
道
府
県
に
す
べ
て
設
置
さ
れ
て
い
る｢

後
期

高
齢
者
医
療
制
度｣

の
導
入
に
対
応
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
残
り
は
表
７
の
一
部
事
務
組
合
と
同
様
に
、
あ
る
種
の
事
務
の
複

数
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
共
同
処
理
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
特
別
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
い
わ
ゆ
る
広
域
連
合
」
と
い
う
）
で
あ
る
。

新
合
併
特
例
法
に
基
づ
く｢

平
成
の
大
合
併｣

後
期
の
、
市
町
村
合
併
に
準
じ
た
複
合
的
な
事
務
処
理
の
た
め
の
広
域
連
合
（
以
下
「
準

地
方
公
共
団
体
型
広
域
連
合
」
と
い
う
）
で
は
な
い
（
２０
）

。
北
海
道
庁
の｢

構
想
対
象
市
町
村
の
組
合
せ
」
を
み
た
場
合
、
市
町
村
合
併
の
代
替

と
し
て
は
、「
準
地
方
公
共
団
体
型
広
域
連
合
」
へ
の
移
行
を
考
え
て
い
く
し
か
な
い
。
た
だ
し
こ
の
や
り
方
は
新
た
な
制
度
の
創
設
で

あ
り
、
か
な
り
困
難
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

三　

道
州
制
特
区
と
支
庁
制
度
の
改
革

「
特
区
」
制
度
は
、
平
成
一
四
年
六
月
の
小
泉
内
閣
の｢

経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
二｣

（
い
わ
ゆ
る

｢

骨
太
の
方
針
二
〇
〇
二｣

）
に
盛
り
込
ま
れ
た
構
造
改
革
特
区
構
想
が
始
ま
り
で
あ
り
、
そ
の｢

構
造
改
革
特
区｣

は
同
年
一
二
月
の
構
造

改
革
特
別
区
域
法
に
よ
っ
て
具
体
化
し
、
平
成
一
五
年
四
月
に
第
一
回
目
の
特
区
認
定
が
行
わ
れ
た
。｢

道
州
制
特
区｣

は
平
成
一
六
年

四
月
に
北
海
道
が
「
道
州
制
特
区
に
向
け
た
提
案
（
第
一
回
）」
を
提
出
し
、
八
月
に
「
道
州
制
特
区
に
向
け
た
提
案
（
第
一
回
）
の
具
体

化
に
つ
い
て
」
を
提
出
し
た
こ
と
で
具
体
化
に
向
け
て
動
き
出
し
、
平
成
一
八
年
一
二
月
二
〇
日
の
「
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域

行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（｢

道
州
制
特
区
推
進
法｣

）
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
。

道
州
制
特
別
区
域
は
「
北
海
道
ま
た
は
自
然
、
経
済
、
社
会
、
文
化
等
に
お
い
て
密
接
な
関
係
が
相
当
程
度
認
め
ら
れ
る
地
域
を
一
体

一
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化
し
た
地
方
（
三
以
上
の
都
府
県
の
区
域
の
全
部
を
そ
の
区
域
に
含
む
も
の
に
限
る
）
の
い
ず
れ
か
の
地
方
の
区
域
の
全
部
を
そ
の
区
域
に
含
む

都
道
府
県
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下｢

特
定
広
域
団
体｣

と
い
う
）
の
区
域
を
い
う
」（
道
州
制
特
区
推
進
法
第
二
条
）
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、｢

将
来
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
都
府
県
の
合
併
が
行
わ
れ
た
場
合
は
本
邦
の
対
象
に
な
り
う
る
が
、
現
時
点
で
特
定

広
域
団
体
と
な
る
の
は
北
海
道
の
み
（
政
令
に
よ
っ
て
限
定
）｣

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
北
海
道
は
、「
北
海
道
な
ら
府
県
合
併
な
し
で

も
道
州
制
に
行
け
る｣
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
道
州
制
へ
の
移
行
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
（
２１
）

。

道
州
制
の
導
入
に
よ
る
各
主
体
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
北
海
道
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ア�　

市
町
村
（
基
礎
自
治
体
）
は
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
行
政
主
体
と
し
て
、
住
民
の
暮
ら
し
や
地
域
の
産
業
振
興
に
関
わ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
提
供
す
る
役
割
を
担
う
。

イ�　

道
州
（
広
域
自
治
体
）
は
、
全
道
的
に
展
開
す
べ
き
広
域
事
務
、
連
絡
調
整
事
務
、
補
完
事
務
の
三
事
務
（
＊
）
に
限
定
し
、
産
業

の
振
興
、
雇
用
政
策
、
交
通
、
社
会
資
本
の
整
備
や
先
端
的
な
試
験
研
究
な
ど
専
門
性
の
高
い
も
の
、
教
育
や
医
療
の
分
野
に
お
け

る
人
材
の
確
保
な
ど
の
役
割
を
担
う
。

ウ　

国
は
、
外
交
や
安
全
保
障
な
ど
国
家
と
し
て
本
来
果
た
す
べ
き
こ
と
な
ど
に
そ
の
役
割
を
限
定
す
る
。

＊
①
広
域
事
務
：
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
対
応
が
必
要
な
事
務

　

②
連
絡
調
整
事
務
：
市
町
村
を
包
括
す
る
団
体
と
し
て
行
う
べ
き
事
務

　

③
補
完
事
務
：
高
度
な
技
術
・
能
力
を
要
し
負
担
の
大
き
な
事
務

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
の
市
町
村
は
将
来
の
基
礎
自
治
体
（
行
政
体
制
の
整
備
が
進
ん
だ
状
態
）
を
想
定
し
て
お
り
、
連
絡
調
整
事
務
及

び
補
完
事
務
に
つ
い
て
は
限
定
的
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

一
一



北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
二
九
九
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
規
定
自
体
は
地
方
自
治
法
第
一
条
の
二
と
第
二
条
の
内
容
の
具
体
化
を
明
示
し
た
も
の
と
い
え
る
（
２２
）

。

道
州
制
特
区
に
よ
っ
て
、
国
か
ら
道
に
生
活
の
利
便
性
向
上
や
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
項
と
し
て
は
、
例
え
ば
保
健
福
祉
関
係

で
は
身
体
障
害
者
入
所
授
産
施
設
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
設
置
や
自
治
体
病
院
の
広
域
再
編
へ
の
規
制
緩
和
が
、
環
境
関
係
で
は
鳥
獣
捕

獲
の
許
可
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
、
五
分
野
で
一
〇
項
目
の
権
限
移
譲
や
簡
素
化
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
二
重
行
政
の
解
消
に
つ
な
が
る
事

項
の
権
限
移
譲
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
の
対
象
を
、
①
市
町
村
か
ら
移
譲
要
望

が
あ
っ
た
権
限
、
②
他
都
府
県
に
お
い
て
移
譲
実
績
が
あ
る
権
限
、
③
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会｢

第
一
次
勧
告｣

で
市
町
村
へ
移
譲

す
べ
き
と
勧
告
さ
れ
た
権
限
を
軸
に
移
譲
対
象
を
拡
大
し
た
結
果
、
平
成
二
〇
年
四
月
一
日
現
在
で
約
二
六
〇
〇
条
項
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
北
海
道
の｢
道
州
制
に
向
け
た
道
か
ら
市
町
村
へ
の
事
務
・
権
限
移
譲
方
針｣

の
改
訂
ま
で
の
経
過
」
に
よ
れ
ば
、

平
成
一
八
年
四
月
一
日
に
六
一
市
町
村
へ
六
五
七
権
限
が
、
同
十
九
年
に
は
一
八
〇
市
町
村
へ
四
九
一
権
限
が
、
二
〇
年
に
は
一
二
八
市

町
村
に
三
二
七
権
限
が
、
二
一
年
に
は
一
七
九
市
町
村
に
二
四
八
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
２３
）

。

北
海
道
の
広
域
行
政
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
全
道
を
一
四
地
域
に
区
分
さ
れ
て
設
定

さ
れ
て
い
る｢

支
庁
制
度
」
で
あ
る
。
北
海
道
の
北
方
領
土
を
除
い
た
面
積
七
万
八
五
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
新
潟
県
を
含
め
た

東
北
七
県
の
七
万
九
五
三
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
若
干
狭
く
、
九
州
と
四
国
と
山
口
県
と
広
島
県
の
一
四
県
の
七
万
七
八
六
八
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
若
干
広
い
。
こ
の
こ
と
は
、
北
海
道
の
一
四
支
庁
の
面
積
は
西
日
本
の
一
四
県
と
類
似
し
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ

り
、
本
来
は
北
海
道
が
一
四
の
県
に
区
分
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
人
口
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
に
は
、

北
海
道
を
七
つ
の
県
に
区
分
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
平
均
人
口
が
七
八
万
人
強
で
あ
り
、
四
四
位
の
徳
島
県
（
七
九
万
人
強
）
に
近
い
。

た
だ
し
札
幌
圏
あ
る
い
は
石
狩
地
域
へ
の
人
口
集
中
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
に
は
、
別
途
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
も
前
述
の
よ
う

一
一



政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
〇
〇
）

に
、
北
海
道
に
お
け
る
面
積
と
人
口
の
特
異
性
が
も
た
ら
し
た
結
果
と
い
え
る
。

北
海
道
で
は
、
平
成
の
大
合
併
の
進
行
と
北
海
道
の
道
州
制
特
区
制
度
の
導
入
が
あ
る
程
度
並
行
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
中
で
、
支
庁

制
度
の
改
革
も
ほ
ぼ
並
行
し
て
進
行
さ
れ
て
い
た
。
平
成
二
〇
年
六
月
三
〇
日
に
「
北
海
道
総
合
振
興
局
及
び
振
興
局
の
設
置
に
関
す
る

条
例
」（「
振
興
局
条
例
」）
が
制
定
さ
れ
、
各
支
庁
に
は
九
の
総
合
振
興
局
と
五
の
振
興
局
が
設
置
さ
れ
た
（
各
総
合
振
興
局
と
振
興
局
の
所

管
区
域
は
「
○
○
地
域
」
と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
「
支
庁
」
を
「
地
域
」
と
表
す
）。
表
２
の
よ
う
に
、
総
合
振
興
局
が
単
独
で
設
置
さ
れ

て
い
る
の
は
、「
後
志
地
域
」（
後
志
総
合
振
興
局
）、「
宗
谷
地
域
」（
宗
谷
総
合
振
興
局
）、「
網
走
地
域
」（
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
）、「
十
勝

地
域
」（
十
勝
総
合
振
興
局
）
の
四
つ
で
あ
り
、
他
は
、「
空
知
地
域
」（
空
知
総
合
振
興
局
）
と
「
石
狩
地
域
」（
石
狩
振
興
局
）、「
胆
振
地
域
」

（
胆
振
総
合
振
興
局
）
と
「
日
高
地
域
」（
日
高
振
興
局
）、「
渡
島
地
域
」（
渡
島
総
合
振
興
局
）
と
「
檜
山
地
域
」（
檜
山
振
興
局
）、「
上
川
地
域
」

（
上
川
総
合
振
興
局
）
と
「
留
萌
地
域
」（
留
萌
振
興
局
）、「
釧
路
地
域
」（
釧
路
総
合
振
興
局
）
と
「
根
室
地
域
」（
根
室
振
興
局
）
の
五
つ
の
組

合
せ
（「
地
域
連
合
」
と
称
す
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
総
合
振
興
局
と
振
興
局
の
関
係
は
「
広
域
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
別
表
２
の
左
欄
に
掲
げ
る
総
合
振
興
局
が
同

表
右
欄
に
定
め
る
振
興
局
の
所
管
区
域
に
係
る
事
務
を
所
掌
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（「
振
興
局
条
例
」
第
３
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。

「
振
興
局
条
例
」
別
表
第
１
（
第
２
条
関
係
）
に
よ
れ
ば
、
各
総
合
振
興
局
と
振
興
局
の
所
管
区
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
内
に
あ
る
全
町

村
だ
け
で
あ
り
市
は
含
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
は
北
海
道
に
お
け
る
「
支
庁
」
が
、
郡
制
度
の
改
編
と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
の
影
響
と
推

測
さ
れ
る
。「
郡
制
」
に
お
い
て
は
、
郡
の
所
管
区
域
は
郡
域
の
町
村
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
最
大
の
圏
域
人
口
を
誇
る
石
狩
地
域

に
は
振
興
局
し
か
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
石
狩
地
域
に
は
当
別
町
と
新
篠
津
村
の
一
町
一
村
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
の

合
計
人
口
が
二
万
二
四
〇
四
人
の
た
め
で
あ
る
。「
支
庁
」
が
「
地
域
」
へ
と
呼
称
は
変
更
さ
れ
た
が
、
実
態
は
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
二



北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
三
〇
一
）

た
だ
し
、「
振
興
局
条
例
」
第
３
条
の
２
に
は
「
知
事
は
、
前
項
の
規
定
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
市

町
村
の
長
の
意
見
を
聞
く
も
の
と
す
る
」、
第
４
条
に
は
「
総
合
振
興
局
の
長
お
よ
び
振
興
局
の
長
は
、
市
町
村
と
連
携
協
力
し
つ
つ
、

地
域
の
課
題
に
即
応
し
た
行
政
運
営
並
び
に
地
域
の
特
性
及
び
道
民
の
意
向
に
配
慮
し
た
政
策
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
も
の

と
す
る
」
と
の
規
定
が
あ
り
、「
地
域
制
度
」
の
歴
史
的
な
性
格
と
、
現
実
の
自
治
制
度
の
乖
離
が
み
ら
れ
る
。
特
に
交
通
・
通
信
手
段

等
の
発
達
が
、
人
々
の
行
動
半
径
を
拡
大
し
て
き
た
の
で
あ
り
、「
職
・
住
・
遊
・
学
」
の
圏
域
全
体
を
対
象
と
し
た
自
治
制
度
の
執
行

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、「
地
域
」
す
な
わ
ち
総
合
振
興
局
や
振
興
局
と
地
域
内
の
市
町
村
の
協
力
関
係
は
重
視
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
（
２４
）

。

｢

総
合
振
興
局｣

や｢

振
興
局｣
す
な
わ
ち｢

地
域｣

は
北
海
道
の
総
合
出
先
機
関
で
あ
る
。｢

地
域
制
度｣

の
改
革
の
柱
の
一
つ
と
し

て
、
北
海
道
は
「
地
域
の
特
性
や
新
た
な
課
題
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
総
合
出
先
機
関
と
し
て
の
権
限
の
拡
充

を
図
り
ま
す
（
２５
）

」
と
の
べ
、
そ
の
目
的
を
明
確
に
示
し
た
。
そ
こ
で
は
、｢

組
織
の
設
置
に
関
す
る
権
限｣

と
し
て
、「
地
域
の
特
性
や
特
定

の
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
局
長
の
裁
量
で
特
定
の
職
の
配
置
や
年
度
途
中
に
お
け
る
柔
軟
な
職
員
配
置
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
一
定
の
組
織
編
成
権
・
人
事
権
を
付
与
」
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て｢

総
合
振
興
局｣

や｢

振
興
局｣

に
、

｢

地
域｣

に
対
す
る
迅
速
で
柔
軟
な
行
政
遂
行
の
権
限
を
認
め
、
地
域
に
実
情
に
即
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

ま
た
北
海
道
は
「
住
民
に
身
近
な
行
政
を
住
民
に
よ
り
近
い
所
に
移
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
事
務
の
完
結
性
を
高
め
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
対
応
す
る
た
め
、
本
庁
か
ら
総
合
振
興
局
及
び
振
興
局
へ
の
権
限
移
譲
を
進
め
ま
す
（
２６
）

」
と
し
て
、
目
的

実
現
の
中
心
手
段
に
権
限
移
譲
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
明
言
し
た
。
北
海
道
は
権
限
移
譲
予
定
項
目
を
約
三
八
〇
項
目
と
し
、
そ
の
具
体

例
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

二
二



政
経
研
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第
四
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
〇
二
）

保
健
福
祉
分
野
：
未
熟
児
養
育
医
療
の
給
付
、
栄
養
士
免
許
の
交
付
な
ど

道
民
生
活
分
野
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
認
証
、
訪
問
販
売
業
者
等
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
等
へ
の
立
ち
入
り
検
査
な
ど

環
境
分
野
：
特
定
希
少
野
生
動
植
物
事
業
者
の
登
録
な
ど

商
工
労
働
分
野
：
商
店
街
振
興
組
合
等
が
行
う
商
店
街
整
備
計
画
の
認
定
、
介
護
労
働
者
の
労
働
環
境
改
善
計
画
の
認
定
な
ど

ま
ち
づ
く
り
分
野
：
開
発
行
為
（
規
模
が
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
も
の
）
の
許
可
、
宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
の
規
制
な
ど

社
会
資
本
分
野
：
公
有
水
面
埋
立
（
河
川
区
域
以
外
）
の
免
許
、
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
、
急
傾
斜
地
域
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
な
ど

と
な
っ
て
い
る
（
２７
）

。

北
海
道
の
地
方
自
治
は
、
広
域
行
政
が
北
海
道
庁
と
そ
の
出
先
機
関
で
あ
る
一
四
の｢

地
域｣

（「
広
域
地
域
」
は
九
）
が
担
い
、
日
常
生

活
に
関
す
る
行
政
は
一
七
九
の
市
町
村
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
市
町
村
の
多
様
性
が
、
よ
り
広
域
的
な
日
常
生
活
に

関
す
る
行
政
単
位
の
設
定
を
要
求
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
。｢

地
域｣

と
基
礎
自
治
体
を
一
体
化
し
た
も
の
と
考
え
た
場
合
、
一
四
の

｢

地
域｣

を
単
位
と
し
た
合
併
を
実
施
す
る
か
、
準
地
方
公
共
団
体
型
広
域
連
合
を
設
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
二
〇
の

広
域
市
町
村
圏
を
単
位
に
同
様
の
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
北
海
道
の
再
合
併
計
画
を
前
提
に
し
た
場
合
に
は
、

表
６
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
構
想
対
象
外
の
一
七
の
市
町
と
構
想
対
象
圏
域
で
あ
る
四
三
の
市
町
村
の
合
計
六
〇
で
構
成
さ
れ
る
広
域
型

の
市
町
村
へ
の
移
行
が
考
え
ら
れ
る
。

実
際
の
事
務
を
単
位
と
し
た
市
町
村
の
新
た
な
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
表
７
か
ら
は
、
北
海
道
に
は

一
四
六
の
市
町
村
が
構
成
す
る
四
一
の
消
防
に
関
す
る
一
部
事
務
組
合
が
、
ま
た
消
防
を
含
む
複
合
一
部
事
務
組
合
と
し
て
七
町
で
構
成

さ
れ
て
い
る
檜
山
広
域
行
政
組
合
が
あ
り
、
組
合
を
組
織
せ
ず
に
独
自
の
消
防
事
務
を
遂
行
し
て
い
る
市
町
村
が
二
六
存
在
す
る
。
そ
れ

二
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ゆ
え
、
消
防
を
単
位
と
し
た
場
合
に
北
海
道
は
六
八
の
地
域
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
警
察
署
を
単
位
と
し
て
み
た
場
合
、
札

幌
方
面
に
三
〇
署
、
函
館
方
面
に
九
署
、
旭
川
方
面
に
一
三
署
、
釧
路
方
面
に
一
〇
署
、
北
見
方
面
に
七
署
の
合
計
六
九
署
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
北
海
道
の
合
併
構
想
に
合
わ
せ
て
、
六
〇
か
ら
七
〇
程
度
で
の
、
市
町
村
合
併
か
準
地
方
公
共
団
体
型
広
域
連
合
の
設
定
を
考

え
て
み
る
こ
と
も
必
要
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
（
２８
）

。

四　

新
し
い
北
海
道
の
地
方
行
政
の
在
り
方

北
海
道
の｢

地
域｣

政
策
か
ら
は
、
日
本
の
他
の
地
域
へ
の
道
州
制
導
入
が
も
た
ら
す
問
題
点
が
逆
の
形
で
推
測
で
き
る
。
道
州
制
が

都
府
県
の
合
併
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
合
併
し
た
都
府
県
は
州
政
府
に
全
権
限
を
移
譲
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
北

海
道
に
よ
る
一
四
地
域
へ
の
権
限
移
譲
は
、
州
制
度
が
確
立
さ
れ
場
合
で
も
、
一
定
権
限
を
旧
来
の
都
府
県
に
残
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、
道
州
制
に
お
い
て
都
府
県
は
い
か
な
る
権
限
を
州
政
府
に
移
管
し
、
い
か
な
る
権
限
を
旧
来
の
都
府

県
（「
支
庁
」
も
し
く
は
「
地
域
」
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
）
に
残
す
の
か
の
判
断
が
必
要
と
な
る
。
特
に
市
町
村
に
は
政
令
指
定
都
市
、
中
核

市
、
特
例
市
、
い
わ
ゆ
る
一
般
の｢

市｣

、
一
般
の｢
町
村｣
、
人
口
一
万
人
未
満
の
小
規
模
市
町
村
と
い
う
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、

自
治
能
力
の
高
い
市
（
町
村
）
と
小
規
模
町
村
で
は
対
応
を
異
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

小
規
模
市
町
村
を
対
象
に
し
た
場
合
に
は
、
理
論
的
に
は
北
海
道
の｢

地
域｣

制
度
の
よ
う
な
支
援
体
制
が
必
要
と
な
る
。｢

職
・
住
・

遊
・
学｣

を
前
提
と
し
た
広
域
的
な
生
活
圏
を
前
提
と
し
た
自
治
制
度
を
重
視
し
た
場
合
、
複
数
の
市
町
村
を
統
合
し
た
再
度
の
市
町
村

合
併
の
推
進
か
、
市
町
村
の
協
力
体
制
を
前
提
と
し
た｢

地
域｣

制
度
の
確
立
や
、｢

地
域｣

あ
る
い
は｢

広
域
市
町
村
圏｣

等
を
前
提

と
し
た
準
地
方
公
共
団
体
型
広
域
連
合
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
表
１
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
地
域

二
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審
議
会
や
地
域
自
治
区
あ
る
い
は
合
併
特
例
区
と
い
っ
た
地
域
自
治
組
織
の
設
定
が
重
要
と
な
る
。
身
近
な
地
域
に
対
応
可
能
な
行
政
圏

域
の
設
定
と
、
そ
こ
に
対
す
る
一
定
の
権
限
移
譲
が
必
要
と
な
る
。

北
海
道
は
、「
合
併
市
町
村
の
う
ち　

…
略
…　

地
域
自
治
組
織
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
市
町
村
の
割
合
は
、
全
国
で
約
九
％
に
過
ぎ

ま
せ
ん
が
、
北
海
道
で
は
約
三
八
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
（
２９
）

」
と
し
て
、
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
配
慮
の
高
さ
を
強
調
し
て
い

る
。
し
か
し
、
平
成
の
大
合
併
の
進
捗
率
の
低
か
っ
た
北
海
道
に
あ
っ
て
は
、
表
１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
二
市
六
町
に
一
三
の
審
議

会
と
五
自
治
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
四
％
弱
で
し
か
な
い
。
身
近
な
行
政
に
対
す
る
配
慮
は
、
北
海
道
に
お
け
る
今
後
の
重

要
な
課
題
と
い
え
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
北
海
道
の
市
町
村
の
平
均
面
積
は
四
六
六
・
二
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
均
人
口
は
三
万
八
四
四
人
、
人
口
密
度

は
六
六
・
一
五
人
で
あ
る
。
平
均
面
積
は
大
規
模
自
治
体
型
の
典
型
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
約
八
一
％
で
あ
り
、
小
規
模
自
治
体
型
の
ド
イ

ツ
の
約
一
六
・
五
倍
で
あ
り
、
か
な
り
広
い
面
積
の
市
町
村
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
平
均
人
口
は
イ
ギ
リ
ス
の
約
二
三
％
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
約
九
三
％
、
ド
イ
ツ
の
約
二
・
四
倍
で
あ
り
、
中
規
模
自
治
体
型
の
国
家
と
ほ
ぼ
同
等
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
述

の
よ
う
に
、
北
海
道
の
札
幌
圏
（
札
幌
市
、
江
別
市
、
北
広
島
市
）
と
旭
川
市
と
函
館
市
に
約
二
七
一
万
人
が
居
住
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
他
の
圏
域
に
は
約
二
八
一
万
人
が
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
平
均
人
口
は
約
一
万
六
千
人
で
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
約
一
万
の
準
自
治
体
で
あ
る
パ
リ
ッ
シ
ュ
が
存
在
し
、
そ
の
平
均
人
口
は
約
一
万
五
千
人
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
平

均
人
口
約
五
一
五
万
人
の
一
六
の
ラ
ン
ト
（
州
あ
る
い
は
都
市
州
）
を
有
す
る
連
邦
国
家
で
あ
り
、
日
本
の
市
町
村
に
あ
た
る
ゲ
マ
イ
ン
デ

は
、
面
積
で
は
パ
リ
ッ
シ
ュ
の
約
二
・
四
倍
に
す
ぎ
ず
、
平
均
人
口
は
約
六
千
五
百
人
で
あ
る
。
パ
リ
ッ
シ
ュ
も
ゲ
マ
イ
ン
デ
も
身
近
な

行
政
の
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
北
海
道
の
一
四
四
町
村
の
平
均
人
口
は
七
四
五
二
人
で
あ
り
、
パ
リ
ッ
シ
ュ
の
約
半
分
で
ゲ
マ

二
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イ
ン
デ
よ
り
も
若
干
多
い
程
度
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
パ
リ
ッ
シ
ュ
も
人
口
は
約
四
千
人
で
あ
り
、
北
海
道
の
町
村
に
関
し
て
は
、

現
状
の
ま
ま
か
合
併
以
前
の
単
位
で
準
自
治
体
と
す
べ
き
で
あ
る
（
３０
）

。

北
海
道
は
面
積
や
人
口
で
み
た
場
合
に
は
世
界
平
均
で
一
〇
〇
位
程
度
の
規
模
を
有
し
、
経
済
で
み
た
場
合
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
や
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
類
似
し
た
規
模
を
有
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
対
象
と
し
た
場
合
、
北
海
道
は
国
家
規
模
の
存
在
と
い
え
る
の
で
あ

り
、
道
州
制
特
区
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
を
考
え
て
も
、
思
い
切
っ
て
地
域
の
特
性
を
生
か
せ
る
自
治
制
度
へ
の
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。
北
海
道
を
一
国
に
準
じ
る
存
在
と
し
た
場
合
、
一
層
制
を
前
提
と
す
る
の
か
、
二
層
制
と
す
る
の
か
で
も
改
革
案
は
異
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、
北
海
道
が
出
先
機
関
を
必
要
と
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
九
の
総
合
振
興
局
あ
る
い
は
総
合
振
興
局
と
振
興
局
の
組
合
せ
程
度
に

限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
も
可
能
な
限
り
北
海
道
は
道
州
特
区
の
目
的
を
踏
ま
え
、
必
要
最
低
限
の
役
割
に
徹
す
る
べ
き
で
あ

る
。二

層
制
を
前
提
と
す
る
場
合
、
広
域
行
政
を
重
視
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
お
け
る
広
域
自
治
体
は
、
九
の
「
地
域
」
と
「
地
域

連
合
」、
一
四
の｢

地
域｣

、
二
〇
の
広
域
市
町
村
圏
を
単
位
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
市
町
村
合
併
型
か
準
地
方
公
共
団
体
型

広
域
連
合
か
新
し
い
形
態
を
採
用
す
る
か
は
、
当
該
地
域
住
民
の
判
断
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
現
行
の
市
町
村
を
単
位
と
す
る
か
、

合
併
前
の
市
町
村
や
集
落
の
単
位
を
前
提
と
す
る
か
も
地
域
住
民
の
判
断
に
任
せ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
よ
う
な
準
自
治
体
制
度
の
採
用
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
再
合
併
や
実
際
の
警
察
事
務
や
消
防
事
務
の
管
轄
区
域
を
統
合
す

る
形
で
、
六
〇
か
ら
七
〇
の
市
（
町
村
）
を
広
域
自
治
体
と
し
て
設
定
し
、
現
行
市
町
村
か
歴
史
的
な
市
町
村
や
集
落
な
ど
を
単
位
と
す

る
基
礎
自
治
体
を
設
定
す
る
制
度
の
導
入
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

一
層
制
と
す
る
場
合
に
は
、
前
述
の
再
合
併
や
実
際
の
警
察
事
務
や
消
防
事
務
の
管
轄
区
域
を
統
合
す
る
形
で
形
成
す
る
六
〇
か
ら

二
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七
〇
の
市
（
町
村
）
が
基
礎
自
治
体
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
、
北
海
道
が
、
九
も
し
く
は
一
四
の
出
先
機
関
を
配
置
す
る

と
す
れ
ば
、
連
邦
制
に
準
じ
た
体
制
に
な
る
。
出
先
機
関
を
置
か
な
け
れ
ば
単
一
国
家
で
の
一
層
制
と
な
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
に
も
、

身
近
な
行
政
の
展
開
の
場
と
し
て
、
現
行
市
町
村
か
歴
史
的
な
市
町
村
や
集
落
な
ど
を
単
位
と
す
る
準
自
治
体
を
設
定
す
る
制
度
の
導
入

も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

北
海
道
の
二
〇
の
広
域
市
町
村
圏
を
単
位
と
し
た
場
合
で
も
、
札
幌
広
域
市
町
村
圏
を
除
け
ば
、
面
積
は
都
府
県
並
み
で
あ
る
が
、
人

口
は
大
規
模
な
市
に
準
じ
た
規
模
で
し
か
な
い
。
中
核
市
も
現
行
で
は
二
つ
し
か
な
い
。
再
合
併
計
画
で
の
特
例
市
移
行
が
目
的
と
さ
れ

て
い
る
も
の
は
三
圏
域
で
あ
る
が
、
一
圏
域
は
札
幌
広
域
市
町
村
圏
内
で
の
も
の
で
あ
り
、
再
合
併
で
も
特
例
市
は
三
だ
け
と
な
る
。
そ

れ
ゆ
え
北
海
道
で
は
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
三
つ
の
タ
イ
プ
の
自
治
制
度
の
導
入
が
必
要
と
な
る
。
再
合
併
を
前
提
と
し
た
場
合
、
政
令

指
定
都
市
と
特
例
市
が
中
心
と
な
る
札
幌
圏
広
域
市
町
村
圏
（
石
狩
地
域
）
す
な
わ
ち
北
海
道
に
お
け
る
「
首
都
圏
」
と
、
旭
川
圏
、
函

館
圏
、
帯
広
圏
、
釧
路
圏
が
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
大
都
市
圏
」
と
、
そ
れ
以
外
の
い
わ
ゆ
る
「
地
域
圏
」
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
た
自
治
制
度
や
権
限
の
配
分
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

北
海
道
は
、
設
定
さ
れ
た
圏
域
の
、
個
々
の
自
治
能
力
に
応
じ
た
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
画
一
的
な
自
治
制
度
を
展
開
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
制
度
の
導
入
と
権
限
委
譲
を
考
慮
し
、
北
海
道
の
特
異
性
に
対
応
し
た
制
度
の
導
入
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

北
海
道
か
ら
の
情
報
を
前
提
に
判
断
し
た
場
合
、
北
海
道
は
こ
う
し
た
実
情
を
前
提
に
し
た
改
革
に
向
け
て
模
索
を
続
け
て
い
る
と
い
え

る
が
、
そ
れ
を
具
体
化
す
べ
き
計
画
を
き
ち
ん
と
た
て
て
、
実
行
に
向
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

二
二



北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
三
〇
七
）

註（
１
）	｢

道｣

は
も
と
も
と
、
中
国
の
唐
の
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
地
域
区
分
の
呼
称
で
あ
る
。
唐
で
は
全
国
を
一
〇
の
道
（
現
在
の
省
に
相
当
）

に
区
分
し
た
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
地
域
の
区
画
の
呼
称
と
し
て
日
本
や
韓
国
で
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
律
令
制

の
下
で
、
畿
内
を
除
く
行
政
区
画
を
東
海
・
東
山
・
北
陸
・
山
陰
・
山
陽
・
南
海
・
西
海
の
七
つ
の
地
域
に
分
け
、
そ
の
単
位
を
中
国
に
な
ら
っ
て

「
道
」
と
よ
び
、
そ
の
下
に
国
を
配
置
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
律
令
制
下
の
日
本
に
は
五
畿
七
道
と
よ
ば
れ
る
地
域
区
画
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の

伝
統
を
受
け
て
蝦
夷
地
は
、
府
県
よ
り
広
い
広
域
的
な
地
域
区
分
と
し
て
、
明
治
二
年
八
月
に
北
海
道
に
呼
称
が
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
北
海
道

が
そ
の
名
称
の
ま
ま
で
都
府
県
と
同
列
の
広
域
的
な
普
通
地
方
公
共
団
体
と
な
っ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
内
容

は
、
日
本
大
辞
典
刊
行
会
編
『
日
本
語
大
辞
典
』（
第
十
五
巻
）
小
学
館
・
昭
和
五
〇
年
・
四
一
一
頁
、
三
省
堂
編
集
所
編
『
日
本
地
名
辞
典
』
三

省
堂
・
一
九
九
一
年
・
一
〇
八
六
頁
、「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
集
員
会
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
Ⅰ　

北
海
道
・
上
巻
』（
地
名
編
）
角
川

書
店
・
昭
和
六
二
年
・
一
四
頁
な
ど
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
２
）	

北
海
道
の
人
口
や
面
積
等
に
関
し
て
は
、
北
海
道
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
総
合
政
策
部
・
市
町
村
課
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、『
道
内
市
町
村
の

概
要　

二
〇
一
一
年
度
版
』・「
市
町
村
の
概
要
」・「
一
市
町
村
別
面
積
・
人
口
・
世
帯
数
等
の
状
況
」、『
北
海
道
の
概
要
』・「
統
計
」
を
用
い
た
。

な
お
人
口
に
関
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
統
計
が
主
と
し
て
用
い
て
い
る
、
表
の
中
の
住
民
基
本
台
帳
の
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
を
用
い
た

（http://w
w
w
.prif.hokkaido.le.jp/ss/scs/gyousei/shityousondata.htm

）。
世
界
各
国
の
面
積
と
人
口
と
人
口
密
度
の
順
位
に
つ
い
て
は

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
「
国
の
面
積
順
リ
ス
ト
」・「
国
の
人
口
順
リ
ス
ト
」・「
国
の
人
口
順
リ
ス
ト
」（http://jaw

ikpedia.org/w
iki/

）
を
参
照
し
た
。

（
３
）	

国
土
交
通
省
編
『
平
成
二
〇
年
七
月　

国
土
形
成
計
画　
（
全
国
計
画
）』
日
経
印
刷
株
式
会
社
・
平
成
二
〇
年
・
一
二
六
頁

（
４
）	

た
と
え
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
エ
リ
ア
（
首
都
圏
）
と
ア
ー
バ
ン
エ
リ
ア
（
都
市
圏
）
と
ル
ー
ラ
ル
エ
リ
ア
（
田
園
地
域
等
）
で

異
な
っ
た
自
治
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
（
拙
著
『
パ
リ
ッ
シ
ュ
』
北
樹
出
版
・
二
〇
〇
四

年
）。

（
５
）	

北
海
道
の
自
治
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
・
地
方
自
治
制
度
『
地
方
自
治
制
度
の
歴
史
』（http://w

w
w
.soum

u.go.jp

）
北
海
道

庁
・
総
合
政
策
部
・
市
町
村
課
の
『
道
内
市
町
村
の
沿
革　

平
成
二
三
年
六
月
三
〇
日
現
在
』・「
北
海
道
市
町
村
自
治
制
の
沿
革
概
要
」・『
道
内
市

二
二



政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
〇
八
）

町
村
数
の
変
遷
一
覧
表
』・｢

そ
の
他　

四　

開
拓
使
以
降
の
行
政
の
沿
革
概
要｣

・「
そ
の
他　

六　

行
政
機
構
の
変
遷
に
つ
い
て｣

、
同
部
・
統
計

課
の
『
北
海
道
の
ポ
ケ
ッ
ト
統
計
二
〇
一
一
』（http://w

w
w
.prif.hokkaido.le.jp/ss/

）、
北
海
道
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
議
会
の
概
要
『
同
議

会
の
あ
ゆ
み
』（http://gikai.pref.hokkaido.lg.jp/gaiyou/index.htm

）、『
大
正
一
一
年　

北
海
道
初
の
市
制
自
治
体
発
足
ま
で
』（http://

hokkaido.basekernel.ne.jp/history/tso1922.htm
l

）、
都
道
府
県
市
区
町
村
・
落
書
き
帳
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
『
北
海
道
は
な
ぜ
北
海
と
略
さ
な
い

の
』（http://arc.uub.jp/arc/arc.cgi?N

=5

）、
都
道
府
県
市
区
町
村
ト
ッ
プ
『hm

t

マ
ガ
ジ
ン
』（http://htm

.uub.jp/hm
t/hm

t.cgi?N
=4

）、

伊
藤
隆
監
修
・
百
瀬
孝
著
『
事
典　

昭
和
戦
前
期
の
日
本　

制
度
と
実
態
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
〇
年
・
一
一
四
頁
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
６
）	

国
土
交
通
省
『
国
土
交
通
省 

北
海
道
開
発
局
の
ご
案
内
』（http://w

w
w
.hkd.m

lit.go.jp/sisiki/annai.htm
l

）
参
照
。

（
７
）	

百
瀬
孝
著
『
事
典　

昭
和
戦
後
期
の
日
本　

占
領
と
改
革
』
吉
川
弘
文
館
・
平
成
七
年
・
二
二
〇
頁
。 

（
８
）	

都
道
府
県
の
面
積
・
人
口
等
の
比
較
は
、（
財
）
国
土
地
理
協
会
『
住
民
基
本
台
帳
人
口
要
覧　

平
成
二
二
年
度
版
』
同
協
会
発
行
・
平
成

二
二
年
八
月
や
、
都
道
府
県
市
町
村
〉
ラ
ン
キ
ン
グ
デ
ー
タ
〉『
都
道
府
県 

人
口
・
面
積
・
人
口
密
度
ラ
ン
キ
ン
グ
』（http://rnk.uub.jp/rnk/

prnk.cgi?T
=P

）
等
を
参
照
し
た
。

（
９
）	

北
海
道
の
合
併
と
市
町
村
数
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
庁
・
総
合
政
策
部
・
市
町
村
課
の
『
道
内
市
町
村
の
沿
革　

平
成
二
三
年
六
月
三
〇

日
現
在
』
を
参
照
し
た
（http://w

w
w
.prif.hokkaido.le.jp/ss/

）。

（
１０
）	

人
口
と
面
積
に
関
し
て
は
、
表
1
の
註
に
示
し
た
資
料
を
中
心
に
し
て
い
る
。
人
口
と
面
積
に
関
し
て
は
以
下
の
と
こ
ろ
で
も
同
様
で
あ
る
。

（
１１
）	

札
幌
広
域
市
町
村
圏
で
あ
り
札
幌
地
方
生
活
圏
で
あ
る
石
狩
地
域
を
除
け
ば
、
広
域
市
町
村
圏
で
は
地
域
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
地

方
生
活
圏
は
単
数
あ
る
い
は
複
数
の
中
心
都
市
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
自
治
省
行
政
局
振
興
課
監
修
『
平
成
六
年
度
改
訂　

広
域
行
政
圏
要

覧
』
第
一
法
規
・
平
成
七
年
、
国
土
交
通
省
『
地
方
振
興　

活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
』「
六
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
」（http://w

w
w
.

m
lit.go.jp/crd/chisei/crd_chisei_tk_000033.htm

l

）
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
１２
）	

国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
北
海
道
局
で
は
、
北
海
道
局
の
所
掌
事
務
を
（
日
）
と
⑴
～
⑷
と
し
て
、
概
ね
こ
こ
に
あ
げ
た
⑴
～
⑸
の
五
つ

の
事
務
を
上
げ
て
い
る
。
所
掌
事
務
を
五
つ
と
す
る
の
は
（http://w

w
w
.m

lit.go.jp/about/file000084.htm
l

）
で
あ
り
七
つ
と
す
る
の
は
「
一　

北
海
道
開
発
行
政
の
し
く
み
」（http://w

w
w
.hkd.m

lit.go.jp/topics/archives/60-4
）
で
あ
る
。

二
二



北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
三
〇
九
）

（
１３
）	

国
土
交
通
省
・
北
海
道
開
発
局
『
北
海
道
開
発
局
の
あ
ゆ
み
六
〇
年
』「
第
一
章　

北
海
道
総
合
開
発
行
政
の
あ
ゆ
み
」「
第
四
節　

中
央
省
庁

改
革
以
降
の
北
海
道
開
発
局
の
動
き
」（http://w

w
w
.hkd.m

lit.go.jp/topics/srchives/index.htm
l

）
参
照
。

（
１４
）	
北
海
道
開
発
局
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
猪
瀬
直
樹
編
『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン　

日
本
国
の
研
究
』
二
〇
〇
九
年
八
月
六
日
第
〇
五
五
八
号

（http://w
w
w
.inose.gr.jp/m

ailm
aga/index.htm

l

）、『
北
海
道
開
発
局
廃
止
に
向
け
て
動
き
始
め
た
』（http://speech.com

et.m
epage.

jp/2008/m
int_530.htm

）、『
岐
路
に
立
つ
北
海
道
開
発
⑴
～
⑻
連
載
を
終
え
て
』
北
海
道
建
設
新
聞
社
（http://e-kensin.net/reading/314.

htm
l

）
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
１５
）	

北
海
道
開
発
局
の
特
徴
等
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新
聞
『
北
海
道
局
廃
止
関
連
ニ
ュ
ー
ス
』（http://w

w
w
.hokkaido=np.co.jp

）
を
参
照
し

整
理
し
た
。

（
１６
）	

平
成
一
一
年
に
改
正
さ
れ
た｢

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律｣

の
主
な
内
容
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

１
．
合
併
協
議
会
の
設
置
の
促
進

　

1）　

住
民
発
議
制
度
の
拡
充

す
べ
て
の
関
係
市
町
村
で
同
一
内
容
の
直
接
請
求
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
各
市
町
村
に
対
し
合
併
協
議
会
設
置
の
協
議
に
つ
い
て
議
会
へ
の

付
議
を
義
務
付
け

　

2）　

都
道
府
県
知
事
に
よ
る
合
併
協
議
会
設
置
の
勧
告

知
事
が
公
益
上
必
要
と
認
め
る
場
合
に
関
係
市
町
村
に
合
併
協
議
会
の
設
置
を
勧
告
す
る
場
合
に
は
、
関
係
市
町
村
の
意
見
を
聞
き
、
勧
告
し

た
こ
と
を
公
表

２
．
財
政
措
置
の
拡
充

　

1）　

普
通
交
付
税
の
算
定
の
特
例
（
合
併
算
定
替
）
の
期
間
の
延
長

合
併
か
ら
一
〇
か
年
度
（
従
来
の
二
倍
）
は
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
の
普
通
交
付
税
額
を
保
障

そ
の
後
五
年
度
間
で
激
変
緩
和

　

2）　

合
併
特
例
債
の
創
設

二
二



政
経
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究　

第
四
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
一
〇
）

市
町
村
権
説
計
画
に
基
づ
く
次
の
事
業
で
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
一
〇
か
年
程
度
に
限
り
地
方
債
を
充
当

元
利
償
還
金
の
一
部
は
、
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

　

①
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
・
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
の
公
共
的
施
設
の
整
備
事
業
等

　

②
地
域
住
民
の
連
帯
の
強
化
・
旧
市
町
村
の
区
域
の
地
域
振
興
等
の
た
め
の
基
金
の
積
立
て

３
．
旧
市
町
村
単
位
の
振
興

　

1）　

地
域
審
議
会
の
設
置

合
併
前
の
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
、
新
市
町
村
の
諮
問
に
よ
り
審
議
又
は
意
見
を
述
べ
る
審
議
会
（
地
域
審

議
会
）
を
置
く
こ
と
が
可
能

４
．
合
併
に
消
極
的
と
な
る
事
項
へ
の
対
応

　

1）　

議
員
年
金
に
関
す
る
特
例

合
併
が
な
け
れ
ば
議
員
共
済
年
金
の
受
給
資
格
（
在
籍
一
二
年
以
上
）
を
満
た
し
た
者
に
年
金
受
給
資
格
を
付
与

　

2）　

市
と
な
る
べ
き
要
件
の
特
例

市
と
市
、
市
と
町
村
の
新
設
合
併
で
要
件
を
備
え
な
い
場
合
で
も
市
と
な
る
こ
と
が
可
能

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
北
海
道
企
画
振
興
部
地
域
主
権
局
編
『
北
海
道
市
町
村
合
併
推
進
構
想　

本
編
』｢

第
一
章　

合
併
新
法
の
成
立
と
背
景｣

北
海
道
・
平
成
一
八
年
七
月
・
六
頁
参
照
）。

（
１７
）	

北
海
道
庁
Ｈ
Ｐ
『
道
内
市
町
村
の
沿
革
』、（
財
）
国
土
地
理
協
会
前
掲
書
等
参
照
。

（
１８
）	

北
海
道
画
振
興
部
地
域
主
権
局
編
・
前
掲
書
参
照
。

（
１９
）	

北
海
道
画
振
興
部
地
域
主
権
局
編
・
前
掲
書　

三
六
頁
。 

（
２０
）	

地
方
自
治
法
第
二
九
一
条
の
五
の
「
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
」
と
六
の
「
直
接
請
求
」
で
は
、
議
員
は
広
域
連
合
を
構
成
す
る
地
方
公
共

団
体
の
議
会
に
よ
る
間
接
選
挙
か
住
民
の
直
接
選
挙
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
長
の
選
挙
も
構
成
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
の
間
接
選
挙
か
住
民
の
直

接
選
挙
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
直
接
請
求
権
は
構
成
地
方
公
共
団
体
の
有
権
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
広
域
連
合
は
間
接
選
挙
を
前
提
と

三
三



北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
三
一
一
）

す
る
「
い
わ
ゆ
る
広
域
連
合
」
と
、
普
通
地
方
公
共
団
体
と
同
様
の
首
長
制
と
な
る｢

準
地
方
公
共
団
体
型
広
域
連
合｣

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
市
町
村
合
併
の
代
替
機
関
と
す
る
場
合
の
広
域
連
合
は｢

準
地
方
自
治
体
型
広
域
連
合｣

で
あ
る
べ
き
と
い
え
る
。

（
２１
）	
「
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」、「
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
概

要
）」、
北
海
道
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

道
州
制｣

等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
２２
）	

北
海
道
総
合
政
策
部
地
域
主
権
局
基
礎
自
治
体
グ
ル
ー
プ
編
『
道
州
制
に
向
け
た
道
か
ら
市
町
村
へ
の
事
務
・
権
限
移
譲
方
針
（
改
訂
版
）』

北
海
道
・
平
成
二
二
年
三
月
一
部
改
正
参
照
。

（
２３
）	

北
海
道
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、『
道
州
制
』
の
「
道
州
制
特
区
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事
項
の
例
」、｢

道
州
制
に
向
け
た
道
か
ら
市

町
村
へ
の
事
務
・
権
限
移
譲
方
針
（
改
定
版
）｣

、｢

道
州
制
に
向
け
た
道
か
ら
市
町
村
へ
の
事
務
・
権
限
移
譲
方
針
（
改
定
版
）
の
概
要｣

等
を
参

照
し
整
理
し
た
。

（
２４
）	

「
北
海
道
総
合
振
興
局
及
び
振
興
局
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」（「
振
興
局
条
例
」）
を
中
心
に
分
析
し
た
。

（
２５
）	

北
海
道
『
広
域
事
務
等
に
関
す
る｢
基
本
フ
レ
ー
ム｣

』（
見
直
し
案
）
北
海
道
・
平
成
二
二
年
三
月
・
八
頁
。

（
２６
）	

北
海
道
・
前
掲
（
見
直
し
案
）・
八
頁
。

（
２７
）	

北
海
道
・
前
掲
（
見
直
し
案
）・
八
頁
。

（
２８
）	

北
海
道
の
警
察
行
政
に
関
し
て
は
、『
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』（http://w

w
w
.police.pref.hokkaido.lg.jp

）
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
２９
）	

北
海
道
編
『
北
海
道
市
町
村
合
併
推
進
構
想　

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
』
北
海
道
・
平
成
一
八
年
七
月
・
二
頁
参
照

（
３０
）	

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
対
比
は
、
拙
著
『
パ
リ
ッ
シ
ュ
』
北
樹
出
版
・
二
〇
〇
四
年
と
「
市
町
村
合
併
と
広
域
行
政
」『
政
経
研
究
』（
第
四
十
六

巻
第
三
号
）
平
成
二
一
年
一
二
月
二
〇
日
に
記
載
し
た
も
の
を
活
用
し
た
。

三
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
一
二
）

北
海
道
の
実
態
：
総
合
振
興
局
・
振
興
局
単
位
別
の
構
成
市
町
村
と
関
連
広
域
行
政
等
の
特
色
�

表
１

総
合

振
興

局
・

振
興

局
所

管
区

域
区

域
の

他
県

や
市

と
の

比
較

市
町

村
名

平
成

の
大

合
併

等
地

域
審

議
会

・
地

域
自

治
区

人
　

　
口

面
　

　
積

広
域

市
町

村
圏

広
域

連
合

等
定

住
自

立
圏

北
海

道
空

知
総

合
振

興
局

空
知

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
三

重
県

　
　

　
面

積
：

5761.5

　
人

口
：

近
似

市
町

村
　

　
群

馬
県

前
橋

市
　

　
　（

中
核

市
）

　
　

人
口

：
339,094

夕
張

市
11,213

763.20 
南

空
知

広
域

市
町

村
圏

（
ふ

る
さ

と
市

町
村

圏
）

4
市

5
町

（
合

併
前

は
4
市

6
町

1
村

）
人

口
：

183,430
面

積
：

2,563.15
複

南
空

知
ふ

る
さ

と
市

町
村

圏
組

合
岩

見
沢

地
方

生
活

圏

岩
見

沢
市

北
村

・
栗

沢
町

を
編

入
北

村
と

栗
沢

町
に

地
域

審
議

会
設

置
90,553

481.10 

美
唄

市
26,449

277.61 

三
笠

市
10,673

302.64 

南
幌

町
8,895

81.49 

由
仁

町
6,123

133.86 

長
沼

町
12,056

168.36 

栗
山

町
13,580

203.84 

月
形

町
3,888

151.05 

芦
別

市
17,211

865.02 

中
空

知
広

域
市

町
村

圏
（

ふ
る

さ
と

市
町

村
圏

）
（

地
域

経
済

活
性

化
対

策
推

進
地

域
）

5
市

5
町

人
口

：
120,411

面
積

：
2,160.97

複
中

空
知

広
域

市
町

村
圏

組
合

滝
川

地
方

生
活

圏

赤
平

市
12,877

129.88 

滝
川

市
43,594

115.82 

砂
川

市
19,150

78.69 

歌
志

内
市

4,589
55.99 

空
知

中
部

広
域

連
合

1
市

5
町

奈
井

江
町

6,411
88.05 

上
砂

川
町

4,023
39.91 

浦
臼

町
2,292

101.08 

新
十

津
川

町
7,297

495.62 

雨
竜

町
2,970

190.91 

深
川

市
23,858

529.23 
北

空
知

地
区

広
域

市
町

村
圏

1
市

5
町

上
川

地
域

の
幌

加
内

町
を

含
む

人
口

：
37,930　

面
積

：
1,834.10

北
空

知
圏

振
興

協
議

会
深

川
地

方
生

活
圏

妹
背

牛
町

3,635
48.55 

秩
父

別
町

2,763
47.26 

北
竜

町
2,238

158.82 

沼
田

町
3,724

283.21 

（
小

計
）

10
市

14
町

340,062
5,791.19 

北
海

道
石

狩
振

興
局

石
狩

地
域

面
積

：
類

似
県

　
鳥

取
県

：
3,507.26

人
口

：
近

似
県

と
市

　
宮

城
県

：
2,340,029

　
名

古
屋

市
：

2,266,246

札
幌

市
1,891,494

1,121.12 

札
幌

広
域

市
町

村
圏

6
市

1
町

1
村

（
合

併
前

は
4
市

3
町

3
村

）
複

札
幌

広
域

圏
組

合
札

幌
地

方
生

活
圏

江
別

市
121,987

187.57 

千
歳

市
93,117

(594.95)

恵
庭

市
68,571

(294.87)

北
広

島
市

平
成

8
年

市
制

施
行

60,729
118.54 

合
計

面
積

：
類

似
県

　
山

形
県

：
9,323.46

合
計

人
口

：
類

似
県

と
市

　
京

都
府

：
2,631,441

　
大

阪
市

：
2,534,176　

石
狩

市
厚

田
村

・
浜

益
村

を
編

入
61,109

721.86 

当
別

町
18,774

422.71 

新
篠

津
村

3,630
78.24 

（
小

計
）

6
市

1
町

1
村

2,319,411
3,539.86 

空
知

・
石

狩
合

計
16

市
15

町
1
村

2,659,473
9,331.05 

三
三



北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
三
一
三
）

北
海

道
後

志
総

合
振

興
局

後
志

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
山

梨
県

　
　

　
面

積
：

4,201.17

　
人

口
：

類
似

市
　

　
茅

ヶ
崎

市
　

　（
特

例
市

）
　

　
　

人
口

：
235,643

小
樽

市
133,604

243.30 

後
志

広
域

市
町

村
圏

（
地

域
経

済
活

性
化

対
策

推
進

地
域

）

1
市

13
町

6
村

後
志

広
域

圏
振

興
協

議
会

小
樽

・
倶

知
安

地
方

生
活

圏

北
し

り
べ

し
定

住
自

立
圏

北
し

り
べ

し
廃

棄
物

処
理

広
域

連
合

1
市

4
町

1
村

積
丹

町
2,656

238.21 

後
志

広
域

連
合

10
町

6
村

古
平

町
3,815

188.41 

仁
木

町
3,829

167.93 

赤
井

川
村

1,220
280.11 

島
牧

村
1,908

437.26 

黒
松

内
町

3,198
345.47 

蘭
越

町
5,455

449.68 

ニ
セ

コ
町

4,662
197.13 

真
狩

村
2,237

114.43 

留
寿

都
村

1,990
119.92 

喜
茂

別
町

2,504
(189.51)

京
極

町
3,439

(231.61)

倶
知

安
町

15,345
261.24 

共
和

町
6,643

304.96 

泊
　

村
1,960

82.35 

神
恵

内
村

1,077
147.71 

岩
内

町
15,086

70.63 

余
市

町
21,524

140.60 

寿
都

町
3,495

95.37 

（
小

計
）

1
市

13
町

6
村

210,628
4,069.86 

北
海

道
胆

振
総

合
振

興
局

胆
振

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
　

奈
良

県
　

　
　

面
積

：
3691.09

　
人

口
：

類
似

市
　

　
町

田
市

　
　

　
人

口
：

417,919

室
蘭

市
95,150

80.65 
西

胆
振

広
域

市
町

村
圏

3
市

3
町

(合
併

前
3
市

3
町

2
村

）
人

口
：

202,060
面

積
：

1,356.16
西

胆
振

広
域

圏
振

興
協

議
会

室
蘭

地
方

生
活

圏

室
蘭

市
定

住
自

立
圏

（
西

胆
振

広
域

市
町

村
圏

全
域

）
3
市

3
町

登
別

市
52,199

212.11 

伊
達

市
大

滝
村

を
編

入
36,927

(444.28)

豊
浦

町
4,492 

233.54 

洞
爺

湖
町

虻
田

町
と

洞
爺

村
で

新
設

虻
田

・
洞

爺
に

地
域

審
議

会
設

置
10,323 

180.54 

壮
瞥

町
2,969 

(205.04)

苫
小

牧
市

173,812
(561.49)

東
胆

振
広

域
市

町
村

圏
1
市

3
町

（
合

併
前

1
市

6
町

）
人

口
：

217,361
面

積
：

2,341.84
東

胆
振

広
域

圏
振

興
協

議
会

苫
小

牧
地

方
生

活
圏

白
老

町
19,794 

425.75 

安
平

町
早

来
町

と
追

分
町

で
新

設
9,069 

(237.13)

厚
真

町
4,886 

(404.56)

む
か

わ
町

鵡
川

町
と

穂
別

町
で

新
設

、
鵡

川
地

域
自

治
区

と
穂

別
地

域
自

治
区

設
置

9,800 
712.91 

（
小

計
）

4
市

7
町

419,421
3,698.00 

北
海

道
日

高
振

興
局

日
高

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
　

福
岡

県
：

4,845.10
　

人
口

：
類

似
市

　
　

泉
大

津
市

：
76,385

日
高

町
日

高
町

と
門

別
町

で
新

設
旧

日
高

町
に

地
域

審
議

会
設

置
13,828 

992.67 

日
高

広
域

市
町

村
圏

7
町

（
合

併
前

は
9
町

）

平
取

町
5,681 

743.16 

新
冠

町
5,862 

585.88 

浦
河

町
14,327 

694.25 

様
似

町
5,273 

364.33 

三
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
一
四
）

合
計

面
積

：
類

似
県

　
山

形
県

：
9,323.46

合
計

人
口

：
類

似
市

　
倉

敷
市

：
474,147

　
　

　（
中

核
市

）

え
り

も
町

5,560 
283.93 

北
海

道
日

高
地

方
振

興
協

議
会

静
内

地
方

生
活

圏
新

ひ
だ

か
町

静
内

町
と

三
石

町
で

新
設

25,791 
1,147.75 

（
小

計
）

7
町

76,322 
4,811.97 

胆
振

・
日

高
合

計
4
市

14
町

495,743 
8,509.97 

北
海

道
渡

島
総

合
振

興
局

渡
島

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
長

崎
県

　
　

　
面

積
：

4,105.06

　
人

口
：

類
似

市
　

　
金

沢
市

　
　

　
人

口
：

444,125

函
館

市
戸

井
町

・
恵

山
町

・
椴

法
華

村
・

南
茅

部
町

を
編

入
し

地
域

審
議

会
設

置
282,459

677.92 

渡
島

地
域

広
域

市
町

村
圏

（
地

域
経

済
活

性
化

対
策

推
進

地
域

）
2
市

9
町

（
合

併
前

は
1
市

15
町

1
村

）
（

熊
石

町
は

含
ま

ず
）

設
置

当
時

：
熊

石
町

を
含

ま
ず

当
時

の
面

積
：

3,715.18
渡

島
広

域
市

町
村

圏
振

興
協

議
会

函
館

地
方

生
活

圏

北
斗

市
上

磯
町

と
大

野
町

で
新

設
49,295

397.30 

渡
島

廃
棄

物
処

理
　

広
域

連
合

1
市

9
町

松
前

町
9,377

293.12 

福
島

町
5,303

187.25 

知
内

町
5,218

196.67 

木
古

内
町

5,349
221.89 

七
飯

町
28,815

216.61 

鹿
部

町
4,596

110.61 

森
町

森
町

と
砂

原
町

で
新

設
18,181

368.27 

八
雲

町
八

雲
町

と
檜

山
支

庁
の

熊
石

町
で

新
設

19,106
955.98 

長
万

部
町

6,235
310.84 

（
小

計
）

2
市

9
町

433,934
3,936.46 

北
海

道
檜

山
振

興
局

檜
山

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

  佐
賀

県
：

2,439.65
　

人
口

：
類

似
市

　
　

 西
予

市
：

43,586

江
差

町
9,209

109.59 
檜

山
広

域
市

町
村

圏
（

ふ
る

さ
と

市
町

村
圏

）
（

地
域

経
済

活
性

化
対

策
推

進
地

域
）

7
町

（
合

併
前

は
10

町
）

設
置

当
時

：
熊

石
町

を
含

む
当

時
の

面
積

：
2,850.02

複
檜

山
広

域
行

政
組

合
江

差
地

方
生

活
圏

上
ノ

国
町

6,020
547.58 

厚
沢

部
町

4,614
460.42 

乙
部

町
4,502

162.56 

奥
尻

町
3,229

142.98 

合
計

面
積

：
類

似
県

　
栃

木
県

：
6,408.28

合
計

人
口

：
類

似
市

　
松

戸
市

：
477,894

今
金

町
6,105

568.14 

せ
た

な
町

大
成

町
・

瀬
棚

町
・

北
桧

山
町

で
新

設
、

各
々

に
地

域
自

治
区

設
置

9,903
638.67 

（
小

計
）

7
町

43,582
2,629.94 

渡
島

・
檜

山
合

計
2
市

16
町

477,462
6,566.40 

北
海

道
上

川
総

合
振

興
局

上
川

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
岐

阜
県

　
　

面
積

：
10,621.17

旭
川

市
353,289

747.60 

上
川

中
部

地
区

広
域

市
町

村
圏

（
地

域
経

済
活

性
化

対
策

推
進

地
域

）
1
市

8
町

人
口

：
408,415

面
積

：
3,471.09

上
川

中
部

地
区

広
域

市
町

村
圏

振
興

協
議

会
旭

川
地

方
生

活
圏

旭
川

市
定

住
自

立
圏

1
市

7
町

（
美

瑛
町

は
不

参
加

）

人
口

：
397,367

面
積

：
2,793.93

鷹
栖

町
7,553 

139.44 

東
神

楽
町

9,486 
68.64 

当
麻

町
7,277 

204.95 

比
布

町
4,214 

87.29 

愛
別

町
3,446 

249.71 

上
川

町
4,329 

1,049.24 

東
川

町
7,773 

247.06 

美
瑛

町
11,048 

677.16 

士
別

市
士

別
市

と
朝

日
町

で
新

設
22,367

1,119.29 
上

川
北

部
地

区
広

域
市

町
村

圏
2
市

5
町

1
村

（
合

併
前

は
2
市

7
町

1
村

）
人

口
：

72,169 

複
眼

中
心

市
宣

言
名

寄
市

名
寄

市
と

風
連

町
で

新
設

30,608
535.23 

和
寒

町
3,983 

224.83 

剣
淵

町
3,676 

131.20 

三
三



北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
三
一
五
）

　
人

口
：

類
似

市
　

　
松

山
市

　
　（

中
核

市
）

　
　

　
人

口
：

514,924

下
川

町
3,717 

644.20 
面

積
：

4,197.40
上

川
北

部
地

区
広

域
市

町
村

圏
振

興
協

議
会

名
士

地
方

生
活

圏
美

深
町

5,101 
672.14 

音
威

子
府

村
847 

275.64 

中
川

町
1,870 

594.87 

富
良

野
市

24,270
600.97 

富
良

野
地

区
広

域
市

町
村

圏
1
市

3
町

1
村

（
幌

加
内

町
を

除
く

）
幌

加
内

町
は

北
空

知
地

区
に

配
置

人
口

:45,862　
面

積
:2,183.68

富
良

野
地

区
広

域
市

町
村

圏
振

興
協

議
会

富
良

野
地

方
生

活
圏

幌
加

内
町

1,721
767.03 

上
富

良
野

町
11,887 

237.18 

中
富

良
野

町
5,615 

108.70 

南
富

良
野

町
2,879 

665.52 

占
冠

村
1,211 

571.31 

（
小

計
）

4
市

17
町

2
村

528,167
10,619.20 

北
海

道
留

萌
振

興
局

留
萌

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
鳥

取
県

：
3,507.26

　
人

口
：

類
似

市
　

　
光

  市
：

54,305

留
萌

市
25,021

297.51 
留

萌
地

区
広

域
市

町
村

圏
（

ふ
る

さ
と

市
町

村
圏

）
1
市

7
町

1
村

宗
谷

地
域

の
幌

延
町

を
含

む
幌

延
町

を
含

む
人

口
：

56,797
面

積
：

4,020.02
複

留
萌

広
域

行
政

組
合

留
萌

地
方

生
活

圏

増
毛

町
5,332

369.68 

小
平

町
3,754

627.29 

苫
前

町
3,679

454.53 

羽
幌

町
8,203

472.53 

合
計

面
積

：
類

似
県

　
福

島
県

：
13,782.75

合
計

人
口

：
類

似
市

　
船

橋
市

：
598,213

　
　

　（
中

核
市

）

初
山

別
村

1,445
280.04 

遠
別

町
3,121

590.86 

天
塩

町
3,650

353.31 

（
小

計
）

1
市

6
町

1
村

54,205
3,445.75 

上
川

・
留

萌
合

計
5
市

23
町

3
村

582,372
14,064.95 

北
海

道
宗

谷
総

合
振

興
局

宗
谷

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
京

都
府

　
　

面
積

：
4,613.13

　
人

口
：

類
似

市
　

　
国

立
市

　
　

　
人

口
：

72,899

稚
内

市
39,005

760.85 
宗

谷
広

域
市

町
村

圏
（

地
域

経
済

活
性

化
対

策
推

進
地

域
）

1
市

7
町

1
村

（
合

併
前

は
1
市

8
町

1
村

）
幌

延
町

：
留

萌
地

域
に

配
置

幌
延

町
を

除
く

人
口

：
70,252

面
積

：
4,050.82

宗
谷

広
域

圏
振

興
協

議
会

稚
内

地
方

生
活

圏

稚
内

定
住

自
立

圏
宗

谷
地

区
全

域
1
市

8
町

1
村

幌
延

町
2,592

574.27 

猿
払

村
2,815

590.00 

浜
頓

別
町

4,159
(401.56)

中
頓

別
町

2,013
398.55 

枝
幸

町
枝

幸
町

と
歌

登
町

で
新

設
9,260

(1115.68)

豊
富

町
4,511

520.67 

礼
文

町
3,051

81.33 

利
尻

町
2,489

76.49 

利
尻

富
士

町
2,949

105.69 

（
小

計
）

1
市

8
町

1
村

72,844
4,625.09 

北
海

道
オ

ホ
ー

ツ
ク

総
合

振
興

局
網

走
地

域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
岐

阜
県

　
　

面
積

：
10,621.17

北
見

市
北

見
市

・
端

野
町

・
常

呂
町

・
留

辺
蘂

町
で

新
設

125,545
1,427.56 

北
網

広
域

市
町

村
圏

（
ふ

る
さ

と
市

町
村

圏
）

（
地

域
経

済
活

性
化

対
策

推
進

地
域

）
2
市

8
町

（
合

併
前

は
2
市

11
町

1
村

）

網
走

市
39,384

471.00 
網

走
市

定
住

自
立

圏
1
市

1
町

（
大

空
町

）
大

空
町

東
藻

琴
村

と
女

満
別

町
で

新
設

そ
れ

ぞ
れ

に
地

域
審

議
会

設
置

8,217 
343.62 

美
幌

町
21,963 

438.36 

津
別

町
5,824 

716.60 

斜
里

町
12,760 

737.01 

三
三



政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
一
六
）

　
人

口
：

類
似

市
　

　
四

日
市

市
　

　
人

口
：

305,277

清
里

町
4,605 

402.73 
人

口
：

232,879
面

積
：

5,542.35
複

北
網

広
域

圏
組

合
北

網
地

方
生

活
圏

小
清

水
町

5,503 
287.04 

訓
子

府
町

5,656 
190.89 

置
戸

町
3,422 

527.54 

紋
別

市
24,912

(830.7)
遠

紋
地

区
広

域
市

町
村

圏
（

地
域

経
済

活
性

化
対

策
推

進
地

域
）

1
市

6
町

1
村

（
合

併
前

は
1
市

9
町

2
村

）
人

口
：

77,178 
面

積
：

5,148.27
遠

紋
地

区
広

域
市

町
村

圏
振

興
協

議
会

紋
別

地
方

生
活

圏

佐
呂

間
町

5,973 
404.99 

遠
軽

町
生

田
原

町
・

遠
軽

町
・

丸
瀬

布
町

・
白

滝
村

で
新

設
し

地
域

審
議

会
設

置
22,508 

(1332.32)

湧
別

町
上

湧
別

町
・

湧
別

町
で

新
設

10,217 
(505.74)

滝
上

町
3,153 

766.89 

興
部

町
4,327 

362.45 

西
興

部
村

1,171 
308.12 

雄
武

町
4,917 

637.06 

（
小

計
）

3
市

14
町

1
村

310,057
10,690.62 

北
海

道
十

勝
総

合
振

興
局

十
勝

地
域

　
面

積
：

類
似

県

帯
広

市
167,395

618.94 

十
勝

広
域

市
町

村
圏

（
ふ

る
さ

と
市

町
村

圏
）

中
心

市
宣

言
の

み

音
更

町
45,395

466.09 

士
幌

町
6,611

259.13 

上
士

幌
町

5,225
694.09 

鹿
追

町
5,693

402.86 

新
得

町
6,743

1,063.79 

清
水

町
10,327

402.18 

　
　

岐
阜

県
　

　
面

積
：

10,621.17

　
人

口
：

類
似

市
　

　
四

日
市

市
　

　
人

口
：

305,277

芽
室

町
19,376

513.91 
1
市

16
町

2
村

（
合

併
前

は
1
市

16
町

2
村

）

複
十

勝
圏

複
合

事
務

組
合

複
十

勝
環

境
複

合
一

部
事

務
組

合

帯
広

地
方

生
活

圏

中
札

内
村

4,044
292.69 

更
別

村
3,477

(176.45)

大
樹

町
6,081

816.38 

広
尾

町
8,121

596.16 

幕
別

町
忠

類
村

を
編

入
27,338

(478.00)

池
田

町
7,847

371.91 

豊
頃

町
3,629

536.52 

本
別

町
8,449

391.99 

足
寄

町
7,891

1,408.09 

陸
別

町
2,760

608.81 

浦
幌

町
5,762

729.64 

（
小

計
）

1
市

16
町

2
村

352,164
10,827.63 

北
海

道
釧

路
総

合
振

興
局

釧
路

地
域

　
面

積
：

類
似

県
　

　
茨

城
県

　
　

　
面

積
：

6095.69
　

人
口

：
類

似
市

釧
路

市
釧

路
市

・
阿

寒
町

・
音

別
町

で
新

設
185,487

1,362.75 
釧

路
地

区
広

域
市

町
村

圏
（

ふ
る

さ
と

市
町

村
圏

）
（

地
域

経
済

活
性

化
対

策
推

進
地

域
）

1
市

6
町

1
村

（
合

併
前

は
1
市

8
町

1
村

）

釧
路

市
定

住
自

立
圏

釧
路

地
区

全
域

1
市

6
町

1
村

（
最

初
は

釧
路

市
と

釧
路

町
で

ス
タ

ー
ト

）

釧
路

町
21,003

(252.60)

鶴
居

村
2,561

571.84 

白
糠

町
9,756

773.75 

厚
岸

町
10,894

(739.07)

三
三



北
海
道
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
と
地
方
分
権
改
革
（
山
田
）

（
三
一
七
）

　
　

山
形

市
　

　
　

人
口

：
250,040

浜
中

町
6,624

423.43 
複

釧
路

広
域

市
町

村
圏

事
務

組
合

釧
路

地
方

生
活

圏
（

徐
々

に
圏

域
全

市
町

村
が

協
定

締
結

）
標

茶
町

8,496
1,099.41 

弟
子

屈
町

8,305
774.53 

（
小

計
）

1
市

6
町

1
村

253,126
5,997.38 

北
海

道
根

室
振

興
局

根
室

地
域

北
方

領
土

を
加

え
た

場
合

面
積

：
広

島
県

：
8,479.27

北
方

領
土

を
除

い
た

場
合

面
積

：
鳥

取
県

：
3,507.26

人
口

：
田

辺
市

：
81,938

根
室

市
29,868

512.71 

根
室

広
域

市
町

村
圏

1
市

4
町

北
方

領
土

を
加

え
る

と
1
市

4
町

6
村

面
積

：
8,476.48

北
方

領
土

を
除

く
と

面
積

：
3,540.28

根
室

広
域

圏
振

興
協

議
会

根
室

地
方

生
活

圏

別
海

町
16,154

1,320.22 

中
標

津
町

24,058
684.98 

標
津

町
5,803

624.49 

羅
臼

町
6,069

397.88 

合
計

面
積

：
北

方
領

土
加

算
類

似
県

：
福

島
県

：
13,782.75

北
方

領
土

を
除

い
た

場
合

合
計

面
積

：
9,537.66

面
積

：
青

森
県

：
9,644.21

人
口

：
高

槻
市

：
335,636

色
丹

村

　
こ

の
6
村

は
北

方
領

土
の

村
で

あ
り

、
住

民
は

カ
ウ

ン
ト

さ
れ

て
い

な
い

。
そ

れ
ゆ

え
、

こ
の

6
村

は
北

海
道

に
市

町
村

に
は

含
ん

で
い

な
い

。
北

方
領

土
だ

け
で

面
積

が
4,936.20k㎡

で
あ

り
、

日
本

で
29

番
目

の
面

積
を

有
す

る
福

岡
県

（
4,977.20)に

類
似

し
た

広
さ

を
有

し
て

い
る

。

253.33 

国
後

郡
泊

村
538.56 

留
夜

別
村

960.27 

留
別

村
1,450.24 

紗
那

村
973.30 

蘂
取

村
760.50 

（
小

計
）

1
市

4
町

(6
村

)
81,952

8,476.48 

釧
路

・
根

室
合

計
2
市

10
町

1
村

(6
村

）
335,078

14,473.86 

(注
5)風

蓮
湖

57.74 
(注

6)然
別

湖
3.61 

全
　

　
道

　
　

計
15

地
域

総
合

振
興

局
10・

振
興

局
5

35
市

129
町

15
村

5,520,894
83,456.75 

市
　

　
　

　
　

計
35

市
4,447,771 

18,540.25 

町
　

　
村

　
　

計
144

町
村

(+6
村

)
1,073,123

64,858.76 

平
 均

 市
 町

 村
 数

2.5
市

9.2
町

1
村

1.7
市

6.5
町

0.8
村

平
 　

均
 　

人
 　

口
30,843.98

30,844
276,044.70

平
 　

均
 　

面
　

 積
466.2388

466.24 
4,172.84

（
注

）
1
面

積
と

人
口

密
度

の
全

道
計

、
町

村
計

及
び

根
室

支
庁

計
は

色
丹

島
、

国
後

島
、

択
捉

島
を

加
え

て
計

算
し

、
3
島

を
含

ま
な

い
面

積
を

〈
　

〉
書

き
し

た
。

　
　

　
2
歯

舞
諸

島
の

面
積

は
、

根
室

市
の

面
積

に
参

入
し

て
い

る
。

　
　

　
3
境

界
未

定
の

市
町

村
面

積
の

う
ち

、
地

方
交

付
税

算
定

の
基

礎
と

な
る

面
積

を
掲

載
し

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
は

（
　

　
）

書
き

と
し

、
全

道
計

、
市

計
、

町
村

計
及

び
支

庁
計

に
も

各
々

参
入

し
て

い
る

。
　

　
　

4
色

丹
島

、
国

後
島

、
択

捉
島

内
の

村
の

面
積

を
合

計
し

〔
　

　
〕

書
き

と
し

た
。

　
　

　
5
風

蓮
湖

は
、

境
界

未
定

の
た

め
根

室
市

及
び

別
海

町
の

面
積

に
は

含
ま

な
い

。
ま

た
、

市
計

、
町

計
及

び
支

庁
計

に
も

含
ま

な
い

が
全

道
計

に
は

算
入

し
て

い
る

。
　

　
　

6
然

別
湖

は
、

境
界

未
定

の
た

め
、

上
士

幌
町

及
び

鹿
追

町
の

面
積

に
は

含
ま

な
い

。
た

だ
し

、
全

道
計

、
町

村
計

、
町

計
及

び
支

庁
計

に
は

算
入

し
て

い
る

。
著

者
注

1
：

�こ
の

表
は

『
北

海
道

庁
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
』

内
の

北
海

道
総

合
政

策
部

市
町

村
課

の
｢市

町
村

に
関

す
る

デ
ー

タ
ー

集
」

の
「

市
町

村
別

面
積

・
人

口
・

世
帯

数
等

の
状

況
」

や
「

面
積

・
人

口
・

人
口

密
度

段
階

別
市

町
村

の
概

要
　

⑶
総

合
振

興
局

・
振

興
局

」
等

を
中

心
に

整
理

し
た

　
　

　
　

(http://w
w
w
.prof.hokkaido.lg.jp)。

　
　

　
2
都

道
府

県
及

び
市

町
村

の
人

口
は

、（
財

）
国

土
地

理
協

会
発

行
の

『
住

民
基

本
台

帳
人

口
要

覧
（

平
成

22年
版

）』
平

成
22年

8
月

発
行

を
参

照
し

た
。

　
　

　
3
都

道
府

県
の

面
積

は
、［

都
道

府
県

人
口

・
面

積
・

人
口

密
度

ラ
ン

キ
ン

グ
(http://rnk.uub.jp/rnk/prink.cgi?T

=p)を
参

照
し

た
。

　
　

　
4
広

域
市

町
村

圏
に

関
し

て
は

、
自

治
省

行
政

局
振

興
課

監
修

『
平

成
6
年

度
改

正
　

広
域

行
政

圏
要

覧
』

第
一

法
規

、
平

成
7年

を
参

照
し

た
。

な
お

北
海

道
の

20の
広

域
市

町
村

圏
は

名
称

こ
そ

異
な

る
が

、
全

て
単

一
の

地
方

生
活

圏
と

な
っ

て
い

る
。
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総合振興局と振興局の実状� 表 ２

（総合）振興局名 面積（k㎡）
(H21.10.1）

人口（人）
（H22.3.31） 市町村数 合計面積 合計人口 合計市町村数

空知総合振興局 5,791.19 340,062 10 市 14 町
9,331.05 2,659,473 16 市 15 町 1 村

石狩振興局 3,539.86 2,319,411 6 市 1 町 1 村

後志総合振興局 4,305.83 235,647 1 市 13 町 6 村 4,305.83 235,647 1 市 13 町 6 村

胆振総合振興局 3,698.00 419,421 4 市 7 町
8,509.97 495,743 4 市 14 町

日高振興局 4,811.97 76,322 7 町

渡島総合振興局 3,936.46 433,934 2 市 9 町
6,566.40 477,462 2 市 16 町

檜山振興局 2,629.94 43,582 7 町

上川総合振興局 10,619.20 528,167 4 市 17 町 2 村
14,064.95 582,372 5 市 23 町 3 村

留萌振興局 3,445.75 54,205 1 市 6 町 1 村

宗谷総合振興局 4,625.09 72,844 1 市 8 町 1 村 4,625.09 72,844 1 市 8 町 1 村

オホーツク総合振興局 10,690.62 310,057 3 市 14 町 1 村 10,690.62 310,057 3 市 14 町 1 村

十勝総合振興局 10,831.24 352,164 1 市 16 町 2 村 10,831.24 352,164 1 市 16 町 2 村

釧路総合振興局 5,997.38 253,126 1 市 6 町 1 村
9,537.66 335,078 2 市 10 町 1 村

根室振興局
3,540.28 81,952 1 市 4 町

(8,476.48) － 1 市 4 町（6 村） 14,473.86 2 市 10 町 1 村（＋ 6 村）

平　　　均
5,604.49 394,350 2.5 市 9.2 町 1 村 7,852.05 

552,089 3.5 市 12.9 町 1.5 村
5,957.07 － 2.5 市 9.2 町 1.5 村 8,345.68 

（注） 1 　市町村数は平成22年 3 月31日現在。
　　　 2 　石狩振興局には札幌市を含む。
　　　 3 　十勝総合振興局の面積には、然別湖を含む。
　　　 4 　根室振興局の面積には、風蓮湖を含まない。
　　　 5 �　根室振興局の面積及び市町村数の（　　）書きは、色丹島、国後島、択捉島を含めた面積である。
　　　　　また、市町村数の（　　）書きは、北方領土 6 村を含めた数である。
著者注　①�この表は[北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例」の別表第 1（第 2 条関係）と別表第 2（第 3 条関係）と『北海道庁ホー

ムページ』内の北海道総合政策部市町村課の ｢市町村に関するデーター集」の「市町村別面積・人口・世帯数等の状況」を中心に
して整理した（http://www.prof.hokkaido.lg.jp）。

　　　　②�各総合振興局および振興局の所管区域は、北方領土の 6 村を含む道内の全町村である。
　　　　③�広域的に処理することにより効果的かつ効率的に執行できる事務については、表の実践で囲まれた総合振興局（条例の別表 2 の左

欄に掲げる）が右欄に掲げる振興局の事務を所掌することができる。

北海道の広域行政� 表 3

共同処理方法の区分
総　数 広域市町村圏

関係（内数）（H20.7.1） （H22.4.1）

広　域　連　合 11 13

一部事務組合 131 120 8

　　　うち複合事務組合 16 12 8

協　　議　　会 25 19 12

機関の共同設置 84 85

事 務 の 委 託 71 86

北海道庁 HP（http://www.prof.hokkaido.lg.jp）を参照して作成した。
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日本とヨーロッパ主要国の基礎自治体の規模とその比較� 表 4
面積（k㎡） 人口（万人）自治体数 平均面積 平均人口 日　本　と　の　比　較　（倍率）

日    　　本 377,947 12,706 1,745 216.59 72,813 面 積 人 口 自治体数 平均面積 平均人口

イ ギ リ ス 243,691 6,041 443 550.09 136,366 0.64 0.48 0.25 2.54 1.87

イングランド 130,315 5,071 353 369.16 143,654 0.34 0.40 0.20 1.71 1.97

ウェールズ 20,761 292 22 943.68 132,727 0.05 0.02 0.01 4.36 1.82

スコットランド 78,772 509 32 2,461.62 159,063 0.21 0.04 0.02 11.37 2.19

北アイルランド 13,843 169 26 532.42 65,000 0.04 0.01 0.01 2.46 0.89

ド  イ  ツ 357,021 8,243 12,629 28.26 6,527 0.94 0.65 7.23 0.13 0.09

フ ラ ン ス 551,500 6,400 36,551 15.08 1,751 1.46 0.50 20.93 0.07 0.02

イ タ リ ア 301,268 5,890 8,101 37.18 7,271 0.80 0.46 4.64 0.17 0.10 

スウェーデン 449,964 908 278 1,618.57 33,022 1.19 0.07 0.16 7.48 0.45

オ ラ ン ダ 41,846 1,636 467 89.61 35,032 0.11 0.13 0.27 0.41 0.48

　注　日本の基礎自治体数は平成23年10月 5 日現在の1,722市町村に東京23区を足した合計数の1,745市区町村とした。
日本の人口は、『住民基本台帳人口要覧』(平成22年度版)・（財）国土地理協会・平成22年 8 月を用いた。
日本の面積は、総務省統計局ホームページ『日本の統計(2011年)』（http://www.stat.go.jp/data/nihon/）を用いた。
外国の数字はCLAIRの各種資料や、第28次地方制度調査会資料等を参照し整理したので、多少数字に混乱がある。

北海道の市町村の規模� 表 5
市 町 村 合計 ％ 累計 ％

1000人未満 1 1 0.55 1 0.55

5000人未満 1 50 14 65 36.3 66 36.9

1 万人未満 51 51 28.5 117 65.4

1 万人台 5 19 24 13.4 141 78.8

2 万人台 7 8 15 8.4 156 87.2

3 万人台 4 4 2.2 160 89.4

4 万人台 2 1 3 1.7 163 91.1

10万人未満 7 7 3.9 170 94.97

20万人未満 6 6 3.4 176 98.3

20万人台 1 1 0.55 177 98.9

30万人台 1 1 0.55 178 99.4

100万人台 1 1 0.55 179 100

合　　計 35 129 15 179 100

註　北海道庁 HP：市町村の概要：市町村別面積・人口・人口密度参照
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北
海
道
の
構
想
対
象
市
町
村
の
組
合
せ

�
表
６

支
庁

名
区

分
市

町
村

名
市

町
村

数
人

口
（

人
）

 面
積

（
km

2）
摘

　
要

備
　

考

石
狩

Ａ
 

江
別

市
　

北
広

島
市

　
当

別
町

　
新

篠
津

村
2
市

1
町

1
村

209,975
807.06

 特
例

市
移

行
札

幌
・

千
歳

・
恵

庭
・

石
狩

市
以

外

渡
島

・
檜

山

Ａ
 

函
館

市
　

七
飯

町
　

鹿
部

町
1
市

2
町

327,547
1,004.93

（
中

核
市

移
行

も
可

）
渡

島
と

檜
山

を
一

体
と

し
て

考
察

北
斗

市
と

森
町

以
外

八
雲

町
は

檜
山

の
熊

石
町

と
合

併
Ｂ

 
松

前
町

　
福

島
町

　
知

内
町

　
木

古
内

町
4
町

27,490
898.86

Ｃ
 

江
差

町
　

上
ノ

国
町

　
厚

沢
部

町
　

乙
部

町
　

奥
尻

町
5
町

29,783
1,423.10

Ｄ
 

八
雲

町
　

長
万

部
町

　
今

金
町

3
町

33,604
834.87

市
制

施
行

今
金

町
の

み
檜

山
地

域

後
志

Ａ
 

島
牧

村
　

寿
都

町
　

黒
松

内
町

　
蘭

越
町

　
ニ

セ
コ

町
　

真
狩

町
留

寿
都

村
　

喜
茂

別
町

　
京

極
町

　
倶

知
安

町
8
町

2
村

46,653
2,441.61

市
制

施
行

小
樽

市
を

除
く

全
域

Ｂ
 

共
和

町
　

岩
内

町
　

泊
村

　
神

恵
内

村
2
町

2
村

26,358
605.66

Ｃ
 

積
丹

町
　

古
平

町
　

仁
木

町
　

余
市

町
　

赤
井

川
村

4
町

1
村

34,889
1,015.25

市
制

施
行

空
知

Ａ
 

美
唄

市
　

三
笠

市
　

月
形

町
2
市

1
町

45,782
731.08

夕
張

・
岩

見
沢

市
を

除
く

全
域

南
空

知
広

域
市

町
村

圏
全

域
Ｂ

 
南

幌
町

　
由

仁
町

　
長

沼
町

　
栗

山
町

4
町

42,794
587.55

市
制

施
行

Ｃ
 

砂
川

市
　

歌
志

内
市

　
奈

井
江

町
　

上
砂

川
町

　
浦

臼
町

2
市

3
町

39,313
363.72

中
空

知
広

域
市

町
村

圏
全

域
Ｄ

 
滝

川
市

　
新

十
津

川
町

　
雨

竜
町

1
市

2
町

56,548
802.35

Ｅ
芦

別
市

　
赤

平
市

2
市

33,299
994.9

Ｆ
深

川
市

　
妹

背
牛

町
　

秩
父

別
町

　
北

竜
町

　
沼

田
町

　
幌

加
内

町
1
市

5
町

41,154
1,834.10

北
空

知
地

区
広

域
市

町
村

圏

上
川

Ａ
 

旭
川

市
　

鷹
栖

町
　

東
神

楽
町

　
当

麻
町

　
比

布
町

　
愛

別
町

上
川

町
　

東
川

町
　

美
瑛

町
1
市

8
町

411,498
3,471.09

上
川

中
部

地
区

広
域

市
町

村
圏

全
域

Ｂ
 

士
別

市
　

和
寒

町
　

剣
淵

町
1
市

2
町

31,598
1,475.32

上
川

北
部

地
区

広
域

市
町

村
圏

全
域

Ｃ
 

名
寄

市
　

下
川

町
　

美
深

町
　

音
威

子
府

村
　

中
川

町
1
市

3
町

1
村

44,459
2,722.08

Ｄ
 

富
良

野
市

　
上

富
良

野
町

　
中

富
良

野
町

　
南

富
良

野
町

　
占

冠
村

1
市

3
町

1
村

47,901
2,183.68

幌
加

内
町

を
除

く
富

良
野

地
区

広
域

市
町

村
圏

全
域

圏

留
萌

Ａ
 

留
萌

市
　

増
毛

町
　

小
平

町
1
市

2
町

36,799
1,294.24

全
域

に
宗

谷
地

域
の

幌
延

町
を

加
え

た
区

域
Ｂ

 
苫

前
町

　
羽

幌
町

　
初

山
別

村
2
町

1
村

14,454
1,207.01

Ｃ
 

遠
別

町
　

天
塩

町
　

幌
延

町
3
町

10,235
1,518.44

宗
谷

Ａ
 

稚
内

市
　

猿
払

村
　

豊
富

町
1
市

1
町

1
村

49,385
1,871.47

幌
延

町
を

除
く

全
域

Ｂ
 

浜
頓

別
町

　
中

頓
別

町
　

枝
幸

町
3
町

16,680
1,915.76

Ｃ
 

礼
文

町
　

利
尻

町
　

利
尻

富
士

町
3
町

9,600
263.48

網
走

Ａ
 

北
見

市
　

美
幌

町
　

津
別

町
　

訓
子

府
町

　
置

戸
町

1
市

4
町

167,970
3,300.95

大
空

町
を

除
く

北
網

広
域

市
町

村
圏

全
域

Ｂ
 

網
走

市
　

斜
里

町
　

清
里

町
　

小
清

水
町

1
市

3
町

66,254
1,897.66

Ｃ
 

佐
呂

間
町

　
上

湧
別

町
　

湧
別

町
（

3
町

）
17,151

909.5
遠

軽
町

を
除

く
遠

紋
地

区
広

域
市

町
村

圏
全

域
上

湧
別

町
と

湧
別

町
は

平
成

21
年

10
月

5
日

に
合

併
し

湧
別

町
と

な
っ

た
2
町

Ｄ
 

紋
別

市
　

滝
上

町
　

興
部

町
　

西
興

部
村

　
雄

武
町

1
市

3
町

1
村

41,317
2,903.41

四
四
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海
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け
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平
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大
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併
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分
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改
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胆
振

Ａ
 

苫
小

牧
市

　
白

老
町

　
厚

真
町

1
市

2
町

198,743
1,391.74

安
平

町
、

む
か

わ
町

を
除

く
東

胆
振

広
域

市
町

村
圏

全
域

Ｂ
 

伊
達

市
　

豊
浦

町
　

壮
瞥

町
1
市

2
町

45,311
882.86

洞
爺

湖
町

を
除

く
西

胆
振

広
域

市
町

村
圏

全
域

Ｃ
 

室
蘭

市
　

登
別

市
2
市

151,508
292.76

日
高

Ａ
 

日
高

町
　

平
取

町
2
町

20,903
1,735.84

日
高

広
域

市
町

村
圏

全
域

Ｂ
 

新
冠

町
　

新
ひ

だ
か

町
2
町

33,298
1,733.61

市
制

施
行

Ｃ
 

浦
河

町
　

様
似

町
　

え
り

も
町

3
町

27,202
1,342.47

十
勝

Ａ
 

帯
広

市
　

音
更

町
　

芽
室

町
　

中
札

内
村

　
更

別
村

1
市

2
町

2
村

238,649
2,068.08

特
例

市
移

行

幕
別

町
を

除
く

全
域

Ｂ
 

大
樹

町
　

広
尾

町
2
町

14,731
1,412.52

Ｃ
 

士
幌

町
　

上
士

幌
町

　
鹿

追
町

　
新

得
町

　
清

水
町

5
町

35,562
2,822.23

市
制

施
行

Ｄ
 

池
田

町
　

豊
頃

町
　

浦
幌

町
3
町

17,993
1,638.07

Ｅ
本

別
町

　
足

寄
町

　
陸

別
町

3
町

20,343
2,408.89

釧
路

Ａ
 

釧
路

市
　

釧
路

町
　

鶴
居

村
　

白
糠

町
1
市

2
町

1
村

225,392
2,960.90

特
例

市
移

行

Ｂ
 

厚
岸

町
　

浜
中

町
2
町

18,532
1,162.50

Ｃ
 

標
茶

町
　

弟
子

屈
町

2
町

17,959
1,873.94

根
室

Ａ
 

別
海

町
　

中
標

津
町

　
標

津
町

　
羅

臼
町

4
町

52,849
3,027.43

市
制

施
行

根
室

市
を

除
く

全
域

合
計

43
26

市
122

町
14

村
3,079,465

68,032.97

平
均

0.6
市

2.8
町

0.3
村

71,615
1,582.16

平
成

23年
10月

1
日

現
在

で
作

成
（

北
海

道
庁

『
北

海
道

市
町

村
併

推
進

構
想

』
を

参
照

し
て

作
成

し
た

）
※

構
想

対
象

外
と

な
っ

た
市

町
村

数
は

17市
町

村
（

対
象

市
町

村
は

平
成

21年
10月

5
日

か
ら

は
26市

122町
14村

と
な

っ
て

い
る

）
で

あ
る

。
　

　
17市

町
村

は
人

口
順

で
は

、
札

幌
市

、
小

樽
市

、
千

歳
市

、
岩

見
沢

市
、

恵
庭

市
、

石
狩

市
、

北
斗

市
、

根
室

市
、

幕
別

町
、

遠
軽

町
、

森
町

、
夕

張
市

、
洞

爺
湖

町
、

せ
た

な
町

、
む

か
わ

町
、

安
平

町
、

大
空

町
で

あ
る

。
　

な
お

、
構

想
対

象
市

町
村

の
サ

ブ
メ

ニ
ュ

ー
と

し
て

、
石

狩
Ａ

の
中

に
「

石
狩

ｂ
：

江
別

市
と

新
篠

津
村

」、
後

志
Ａ

の
中

に
「

後
志

ｂ
：

留
守

津
村

と
喜

茂
別

町
」、

　
網

走
Ｃ

の
中

に
「

網
走

ｅ
：

上
湧

別
町

と
湧

別
町

」
が

設
定

さ
れ

て
い

る
。

　「
網

走
eの

上
湧

別
町

と
湧

別
町

」
は

平
成

21年
10月

5
日

に
新

設
合

併
を

実
施

し
湧

別
町

と
な

っ
た

。
こ

れ
が

新
合

併
特

例
法

期
の

唯
一

の
合

併
で

あ
る

。

四
四



政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
二
二
）

北海道の一部事務組合の概要� 表 7
種類 団体数 構成団体数

地域開発計画 地域開発計画 8 20市58町 5 村

産業振興
農業用地等 1 1 市 3 町 1 村

工業用水道 1 1 市 1 町

輸送施設 港湾 2 北海道と 3 市

厚生福祉
病院 1 2 町

その他 1 1 市 1 町

環境衛生

上下水道 9 北海道が 2 ヶ所と15市17町 3 村 1 企業団

下水道 2 8 市 5 町

ごみ処理 10 18市30町

し尿処理 29 15市92町11村

火葬 4 1 市13町

教　　育

大学 1 釧路支庁全市町村

教育研修センター 5
5 市 1 町 1 村と後志・空知・上川・網走支庁
全市町村

学校給食 7 2 市16町 1 村

防　　災 消防 41 15市116町15村

その他

退職手当 1 163市町村・109組合

公務災害 2 154市町村・119組合

地方税滞納整理機構 3
北斗市・渡島・檜山・日高支庁内全町と釧
路・根室支庁の 8 町 1 村

その他 3 道内全市町村 1 、日高全町 1 、網走全町村 1

北海道庁市町村課『広域行政の推進』（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/scs/index.htm）を参照して作成した。

北 海 道 の 広 域 連 合 の 概 要� 表 8
区　　分 名　　　　　　　称 構 成 団 体 構成団体の特徴 対　　　　　象

厚生福祉

北海道後期高齢者医療広域連合 道内全市町村 後期高齢者医療制度

空 知 中 部 広 域 連 合 1 市 5 町 空知Ｃ、Ｄの一部 介護保険他 8 項目

大 雪 地 域 広 域 連 合 3 町 上川Ａの一部 介護保険、国保事務他

日 高 中 部 広 域 連 合 2 町 日高Ｂ 介護保険

環境衛生

渡島廃棄物処理広域連合 1 市 9 町 渡島ＢとＡ・Ｄの一部と森町 ごみ処理施設他

北しりべし廃棄物処理広域連合 1 市 4 町 1 村 小樽市と後志Ｃ ごみ焼却施設他

西 い ぶ り 広 域 連 合 3 市 3 町 胆振Ｂ・Ｃと洞爺湖町 ごみ処理施設他

釧  路  広  域  連  合 1 市 2 町 1 村 釧路Ａ ごみ処理施設他

根室北部廃棄物処理広域連合 4 町 根室Ａ 共同可燃ごみ等処理施設他

教　　育 函館圏公立大学広域連合 2 市 1 町 函館市・北斗市・七飯町 (独）公立大学の事務

その他 後  志  広  域  連  合 10町 5 村 後志Ａ・Ｂ・Ｃの一部 税関係・国保・介護保険

北海道庁市町村課『広域行政の推進』（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/scs/index.htm）を参照して作成した。
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